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空
海
漢
詩
文
研
究

　
　

　
　
「
遊
山
慕
仙
詩
幷
序
」
の
詩
の
「
鳧
鶴
誰
非
理
、
螘
龜
詎
叵
暲
」
の
解
釈

中
谷　

征
充　
　

　
　
は
じ
め
に

「
遊
山
慕
仙
詩
幷
序
」
は
『
性
靈
集
』
巻
第
一
の
冒
頭
に
収
載
さ
れ
て
い
る
、
序
と
五
言
百
六
句
の
漢
詩
の
作
品
で
あ
る
。
空
海
の
代
表
作
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
何
敬
祖
・
郭
景
純
の
「
遊
仙
詩
」
に
触
発
さ
れ
、
彼
ら
の
神
仙
へ
の
憧
れ
、
即
ち
道
教
を
小
仙
と
し
て
批
判
し
、
大
仙
思
想
、

即
ち
仏
教
を
称
揚
す
る
た
め
に
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
空
海
の
仏
教
思
想
を
表
す
作
品
と
し
て
、
先
行
研
究
が
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
古
来
の
注
釈
書
な
ど
で
の
語
句
中
心
の

注
釈
も
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
詩
の
第
五
句
・
六
句
の
「
鳧
鶴
誰
非
理
、
螘
龜
詎
叵
暲
」（
以
降
「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
と
称
す
る
）
に
つ
い
て
、
古
来

の
注
釈
書
1

及
び
近
来
の
注
釈
等
2

は
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
を
行
っ
て
い
る
が
、そ
の
読
解
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
先
行
の
解
釈
に
つ
い
て
、提
示
し
、

整
理
・
点
検
を
行
い
た
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と
で
、
本
作
品
の
将
来
の
研
究
に
資
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
は
冒
頭
部
分
に
あ
り
、
第
一
句
か
ら
第
四
句
ま
で
と
の
関
連
が
強
く
、
第
七
句
・
八
句
と
合
わ
せ
て
一
つ
の
段
落
を
形
成
し
、
大
仙
の

世
界
の
概
観
を
詠
ん
で
、
こ
の
詩
の
主
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
単
に
「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
の
み
の
諸
解
釈
を
提
示
す
る
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
の
で
、
冒
頭
の
四
句
及
び
第
七
句
・
八
句
の
諸
解
釈
に
つ
い
て
も
、
適
宜
提
示
し
て
行
く
。
又
、
詩
の
全
容
を
示
す
為
に
、
詩
の
原
文
と
書

き
下
し
を
記
述
し
、
押
韻
と
平
仄
を
明
示
す
る
。

筆
者
の
知
見
の
限
り
の
、
こ
の
作
品
の
関
連
す
る
先
行
研
究
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ　

小
西
甚
一
「
空
海
の
詩
文
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五
〇
―
一
〇
、一
九
七
三
年
十
月
。）
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Ｂ　

小
西
甚
一
『
日
本
文
藝
史
Ⅱ
』「
古
代
と
中
世
と
の
間
、
一
漢
詩
文
の
興
隆
㈠
六
朝
風
か
ら
唐
風
へ
⑵
空
海
の
世
界
―
そ
の
一
―
」（
講
談
社
、

一
九
八
五
年
十
月
）

Ｃ　

川
口
久
雄
「
弘
法
大
師
の
文
学
に
つ
い
て
」
＊
成
槁
一
九
七
二
年
九
月
。（『
弘
法
大
師
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
三
月
）

Ｄ　

川
口
久
雄
「
壺
中
の
天
地
―
小
山
賦
と
遊
山
慕
仙
詩
―
」（『
古
典
の
変
容
と
新
生
』
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）

Ｅ　

波
戸
岡
旭
「
空
海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
十
七
巻
第
八
号
、
一
九
七
六
年
八
月
）

Ｆ　

吉
岡
義
豊
「
遊
山
慕
仙
詩
と
そ
の
思
想
的
背
景
」（『
吉
岡
義
豊
著
作
集　

第
二
巻
』
五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
九
月
）

Ｇ　

猪
俣
清
郎
『
空
海
「
即
身
成
仏
」
の
世
界
』「
第
六
章
空
海
の
「
遊
山
慕
仙
詩
」
が
語
る
も
の
」（
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）

１　

詩
の
原
文
と
書
き
下
し

高
山○

風○

易●

起●

　
　

深
海●

水●

難○

量◎

　
　
　
　
　
　
　
　

高
山
は
風
起
き
易
く
、
深
海
は
水
量
り
難
し

空
際●

無
人○

察●

　
　

法
身○

獨●

能○

詳◎

　
　
　
　
　
　
　
　

空
際
は
人　

察
す
る
こ
と
無
し
、
法
身
の
み
獨
り
能
く
詳
か
な
り

鳧
鶴●

誰
非○

理●

　
　

螘
龜○

詎
叵●

暲◎

　
　
　
　
　
　
　
　

鳧ふ

鶴か
く　

誰
か
理
に
非あ

ら

ざ
ら
ん
や
、
螘ぎ

龜き　

詎な
ん

ぞ
暲あ

き
らか
叵な

ら
ざら
ん

葉
公○

珎○

假●

借●

　
　

秦
鏡●

照●

真○

相◎

　
　
　
　
　
　
　
　

葉
公
は
假
借
を
珎
と
す
る
も
、
秦
鏡
は
真
相
を
照
ら
す　
　

鵶
目●

唯
看◁

腐●

　
　

狗
心○

耽
穢●

香◎

　
　
　
　
　
　
　
　

鵶
の
目
は
唯
だ
腐
れ
た
る
を
看
て
、
狗
の
心
は
穢
香
に
耽
け
る　
　

人
皆○

美
蘇○

合●

　
　

愛
縛●

似●

蜣○

蜋◎

　
　
　
　
　
　
　
　

人　

皆
蘇
合
を
美よ

み

す
、
愛
縛
は
蜣

き
ょ
う

蜋ろ
う

に
似
た
り

仁
恤●

騏
驎○

異●

　
　

迷
方○

似
犬●

羊◎

　
　
　
　
　
　
　
　

仁じ
ん

恤じ
ゅ
つは
騏
驎
に
異
な
り
、
迷
方
は
犬
羊
に
似
た
り　

能
言○

若
鸚○

鵡●

　
　

如
説●

避●

賢○

良◎

　
　
　
　
　
　
　
　

能
く
言
う
こ
と
鸚
鵡
の
若
く
、
説
の
如
く
す
れ
ど
も
賢
良
を
避
く

犲
狼○

逐
麋○

鹿●

　
　

狻
子●

嚼
麖

○

麞◎

　
　
　
　
　
　
　
　

犲
狼
は
麋び

鹿ろ
く

を
逐
い
、
狻さ

ん

子し

は
麖け

い

麞し
ょ
うを
嚼か

む　

睚
眦●

能
寒○

暑●

　
　

噱
談○

受
痏●

瘡◎

　
　
　
　
　
　
　
　

睚が
い

眦さ
い

し
て
寒
暑
に
能た

え
、
噱

き
ゃ
く

談だ
ん

し
て
痏い

瘡そ
う

を
受
く

營
營○

染●

白●

黒●

　
　

讚
毀●

織●

災○

殃◎

　
　
　
　
　
　
　
　

營
營
と
し
て
白
黒
を
染
め
、
讚さ

ん

毀き

し
て
災さ

い

殃お
う

を
織お

る　
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肚
裏●

蜂○

蠆●

滿●

　
　

身
上●

虎
豹●

莊◎

　
　
　
　
　
　
　
　

肚
裏
に
は
蜂ほ

う

蠆た
い　

滿
ち
、
身
上
に
は
虎
豹　

莊さ
か
んな

り

能
銷○

金○

與●

石●

　
　

誰
顧●

誡●

剛○

強◎

　
　
　
　
　
　
　
　

能
く
金
と
石
と
を
銷と

か
す
も
、
誰
か
顧
み
て
剛
強
を
誡
め
ん
や　

蒿
蓬○
聚
墟○

壠◁

　
　

蘭
蕙●

鬱●

山○

陽◎

　
　
　
　
　
　
　
　

蒿こ
う

蓬ほ
う

は
墟き

ょ

壠ろ
う

に
聚あ

つ

ま
り
、
蘭ら

ん

蕙け
い

は
山
陽
に
鬱さ

か
んな
り

曦
舒○

如◁
矢●
運●
　
　

四
節●

令○

人○

僵◎

　
　
　
　
　
　
　
　

曦ぎ

舒じ
ょ

矢
の
如
く
に
運め

ぐ

り
、
四
節
人
を
し
て
僵た

お

れ
令し

む

柳
葉●

開
春○

雨●

　
　

菊
花○

索●

秋○

霜◎

　
　
　
　
　
　
　
　

柳
葉
は
春
雨
に
開
け
、
菊
花
は
秋
霜
に
索し

ぼ

む

窮
蟬○

鳴○

野●

外●

　
　

蟋
蟀●

帳●

中○

慯◎

　
　
　
　
　
　
　
　

窮
き
ゅ
う

蟬ぜ
ん

は
野
外
に
鳴
き
、
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀
は
帳
中
に
慯い

た

む

松
栢●

摧
南○

嶺●

　
　

北
邙○
散
白●

楊◎

　
　
　
　
　
　
　
　

松
栢
南
嶺
に
摧く

だ

け
、
北ほ

く

邙ぼ
う

に
白
楊
散
ず

一
身○

獨
生○

歿●

　
　

電
影●

是●

無○
常◎
　
　
　
　
　
　
　
　

一
身　

獨
り
生
歿
し
、
電
影　

是
れ
無
常
な
り

鴻
鷰

●

更
來○

去●

　
　

紅
桃○

落
昔●

芳◎

　
　
　
　
　
　
　
　

鴻こ
う

鷰え
ん

更
こ
も
ご
も

來
た
り
て
は
去
り
、
紅
桃
昔
の
芳か

お
りを

落
と
す

花
容○

偸
年○

賊●

　
　

鶴
髪●

不●

禎○

祥◎

　
　
　
　
　
　
　
　

花
容
は
年
賊
に
偸ぬ

す

ま
れ
、
鶴
髪
も
禎て

い

祥し
ょ
うな

ら
ず

古
人○

今○

不●

見●

　
　

今
人○

那
得●

長◎

　
　
　
　
　
　
　
　

古
人　

今
見
え
ず
、
今
人　

那な
ん

ぞ
長
ら
う
る
を
得
ん
や

避
熱●

風
巖○

上●

　
　

逐
凉○

瀑●

飛○

漿◎

　
　
　
　
　
　
　
　

熱
を
風
巖
の
上
に
避
け
、
凉
を
瀑ば

く

飛ひ

3

の
漿し

ぶ
きに
逐
う

狂
歌○

薜
蘿○

服●

　
　

吟
酔●

松
石●

房◎

　
　
　
　
　
　
　
　

薜
蘿
の
服
に
狂
歌
し
、
松
石
の
房
に
吟
酔
す　
　

渇
飡○

澗
中○

水●

　
　

飽
喫●

煙○

霞○

粮◎

　
　
　
　
　
　
　
　

渇か
わ

き
て
は
澗
中
の
水
を
飡の

み
、
飽あ

き

て
は
煙
霞
の
粮か

て

を
喫す

う　

白
朮●

調
心○

胃●

　
　

黄
精○

填
骨●

肪◎

　
　
　
　
　
　
　
　

白
び
ゃ
く

朮じ
ゅ
つは
心
胃
を
調
の
え
、
黄
精
は
骨こ

つ

肪ぼ
う

に
填み

つ

錦
霞○

爛
山○

幄●

　
　

雲
幕●

滿●

天○

張◎

　
　
　
　
　
　
　
　

錦
霞
は
山
に
爛て

れ
る
幄と

ば
り、
雲
幕
は
天
に
滿
て
る
張

た
れ
ま
く
　
　

子
晉●

淩○

漢●

擧●

　
　

伯
夷○

絶●

周○

粱◎

　
　
　
　
　
　
　
　

子
晉
は
漢
擧
を
淩し

の

ぎ
、
伯
夷
は
周
粱
を
絶
つ　

老
耼○

守●

一●

氣●

　
　

許
脱●

貫●

三○

望◎

　
　
　
　
　
　
　
　

老ろ
う

耼た
ん

は
一
氣
を
守
り
、
許き

ょ

は
貫
三
の
望
を
脱
す　

鸞
鳳●

梧
桐○

集●

　
　

大
鵬○

臥●

風○

床◎

　
　
　
　
　
　
　
　

鸞
鳳　

梧
桐
に
集
り
、
大
鵬　

風
床
に
臥ふ

す

崐
嶽●

右
方○

廡●

　
　

蓬
莱○

左●

邊○

廂◎

　
　
　
　
　
　
　
　

崐こ
ん

嶽
は
右
方
の
廡ぶ

、
蓬
莱
は
左
邊
の
廂

し
ょ
う

名
賓○

害
心○

實●

　
　

忽
駕◁

飛○

龍○

翔◎

　
　
　
　
　
　
　
　

名
賓
は
心
實
を
害
す
、
忽
ち
に
飛
龍
に
駕
し
て
翔
け
る
べ
し　
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飛
龍○

何
處●

遊○

　
　

寥
郭●

無○

塵○

方◎

　
　
　
　
　
　
　
　

飛
龍
何
れ
の
處
に
か
遊
ぶ
、
寥
郭
た
る
無
塵
の
方

無
塵○

寶
珠○

閣●

　
　

堅
固●

金○

剛○

墻◎

　
　
　
　
　
　
　
　

無
塵
は
寶
珠
の
閣
、
堅
固
な
る
金
剛
の
墻か

き

あ
り

眷
屬●

猶
如◁

雨●

　
　

遮
那●

坐●

中○

央◎

　
　
　
　
　
　
　
　

眷
屬　

猶
お
雨
ふ
る
如
し
、
遮
那　

中
央
に
坐
す
な
り

遮
那●

阿
誰○

號●

　
　

本
是●

我●

心○

王◎

　
　
　
　
　
　
　
　

遮
那
は
阿た

誰れ

の
號
ぞ
、
本
と
是
れ
我
が
心
王
な
り　

三
密●

遍●

刹●
土●
　
　

虚
空○

嚴
道●

場◎

　
　
　
　
　
　
　
　

三
密　

刹
土
に
遍あ

ま

ね
く
、
虚
空　

道
場
に
嚴お

ご
そか
な
り

山
毫○

點
溟○

墨●

　
　

乾
坤○

經
籍●

箱◎

　
　
　
　
　
　
　
　

山
毫　

溟
墨
に
點
じ
、
乾
坤　

經
籍
の
箱
な
り

萬
象●

含○

一●

點●

　
　

六
塵○

閲●

縑○

緗◎

　
　
　
　
　
　
　
　

萬
象　

一
點
に
含
み
、
六
塵　

縑け
ん

緗し
ょ
うに

閲み

る

行
藏○

任
鐘○

谷●

　
　

吐
納●

挫●
鋒○

鋩◎

　
　
　
　
　
　
　
　

行
藏　

鐘
谷
に
任
せ
、
吐
納　

鋒ほ
う

鋩ぼ
う

を
挫く

だ

く

三
千○

隘
行○

歩●

　
　

紅
海●

少
一●

嘗◎

　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
は
行
歩
に
隘せ

ま

く
、
紅
海
は
一い

っ

嘗し
ょ
うに

少
な
し　

壽
命●

無
始●

終○

　
　

降
年○

豈
限●

壃◎

　
　
　
　
　
　
　
　

壽
命　

始
終
無
く
、
降
年　

豈
に
限げ

ん

壃き
ょ
うあ

ら
ん
や　
　

光
明○

滿●

法●

界●

　
　

一
字●

務●

津○

梁◎

　
　
　
　
　
　
　
　

光
明　

法
界
に
滿
ち
、
一
字　

津
梁
を
務つ

と

む

景
行○

猶○

抑●

止●

　
　

思
齊○

自
束●

装◎

　
　
　
　
　
　
　
　

景
行　

猶
お
抑
止
し
、
思
齊　

自
ら
束
装
す

飛
雲○

幾
生○

滅●

　
　

靄
靄●

空○

飛○

揚◎

　
　
　
　
　
　
　
　

飛
雲　

幾
た
び
か
生
滅
し
、
靄あ

い

靄あ
い

と
し
て
空
し
く
飛
揚
す

纏
愛●

如◁

葛●

旋○

　
　

萋
萋○

山
谷●

昌◎

　
　
　
　
　
　
　
　

纏て
ん

愛あ
い

は
葛か

つ

旋せ
ん

の
如
く
、
萋
萋
と
し
て
山
谷
に
昌さ

か
んな
り

誰
如◁

閉
禪○

室●

　
　

憺
怕●

亦●

忀

○

徉

◎

　
　
　
　
　
　
　
　

誰
か
如し

か

ん
禪
室
を
閉
じ
て
、
憺た

ん

怕は
く

に
し
て
亦
た
忀

し
ょ
う

徉よ
う

せ
ん
に
は

日
月●

光
空○

水●

　
　

風
塵○

無
所●

妨◎

　
　
　
　
　
　
　
　

日
月　

空
水
を
光て

ら
し
、
風
塵　

妨
ぐ
る
所
無
し　

是
非○

同○

説●

法●

　
　

人
我●

倶◁

消○

亡◎

　
　
　
　
　
　
　
　

是
非　

同
じ
く
説
法
な
り
、
人
我　

倶
に
消
亡
す

定
慧●

澄
心○

海●

　
　

無
縁○

毎●

湯○

湯◎

　
　
　
　
　
　
　
　

定
慧　

心
海
を
澄
ま
し
む
れ
ば
、
無
縁　

毎つ
ね

に
湯
湯
た
り　
　

老
鵶○

同○

黒●

色●

　
　

玉
鼠●

號●

相○

防◎

　
　
　
　
　
　
　
　

老
鵶
は
同
じ
黒
色
、
玉
鼠
は
號
し
て
相と

も

に
防く

ら

ぶ

人
心○

非
我●

心○

　
　

何
得●

見●

人○

腸◎

　
　
　
　
　
　
　
　

人
の
心
は
我
が
心
に
非
ず
、
何
ぞ
人
の
腸

は
ら
わ
たを
見
る
こ
と
を
得
ん
や　

難
角●

無
天○

眼●

　
　

抽
示●

一●

文○

章◎

　
　
　
　
　
　
　
　

難
角　

天
眼
無
し
、
抽ぬ

き
て
一
文
章
を
示
さ
ん



29　空海漢詩文研究　「遊山慕仙詩幷序」の詩の「鳧鶴誰非理、螘龜詎叵暲」の解釈（中谷）

押
韻
は
全
て
下
平
声
第
十
番
「
陽
」
韻
で
あ
る
。
平
仄
は
二
四
不
同
の
不
調
が
三
十
三
か
所
、
下
三
連
の
キ
ズ
が
十
か
所
、
奇
数
句
に
平
声
韻
を
用
い

た
乱
れ
が
四
カ
所
あ
る
。

韻
の
分
類
は
『
大
宋
重
修
廣
韻
』
を
用
い
る
。
押
韻
は
◎
が
「
平
声
」、
◆
が
「
仄
声
」
で
用
い
る
。
平
仄
は
○
が
「
平
」
字
、
●
が
「
仄
」
字
、
△
が

「
平
」「
仄
」
ど
ち
ら
で
も
よ
い
字
を
表
記
す
る
。

２　
「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
に
対
す
る
先
行
の
注
釈
の
点
検
4

２
―
㈠　
「
鳧
鶴
誰
非
理
」
の
注
釈
の
点
検

１
『
略
注
』

「
鳧
鶴
者
、
鳧
者
王
喬
、
履
鳧
ニ
ナ
シ
テ
飛
也
。
鶴
者
丁
令
威
鶴
也
。」

典
拠
の
記
述
は
な
い
が
、
鳧
は
『
後
漢
書
』
巻
百
十
二
上
「
方
術
列
傳
第
七
十
二
上
」「
王
喬
傳
」
5

か
、
沈
約
「
和
謝
宣
城
」
の
第
一
句
・
二
句
「
王

喬
飛
鳧
舃
、
東
方
金
馬
門
（
王
喬
は
飛ひ

ふ鳧
の
舃く

つ

、
東
方
は
金
馬
の
門
）」」
の
李
善
注
6

を
参
照
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
丁
令
威
鶴
」
は
丁
令
威
が
仙
人
と
な
り
、
千
年
後
故
郷
に
鶴
と
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
故
事
の
『
捜
神
後
記
』
巻
一
の
第
一
話
「
丁
令
威
」
を
参
照
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
典
拠
の
提
示
が
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
典
拠
を
提
示
し
て
い
る
『
集
鈔
』
で
点
検
を
行
い
た
い
。

２
『
集
注
』

「
鳧
鶴
～
叵
暲
者
、
今
案
、
鳧
鶴
ハ
共
ニ
仙
禽
也
。
如
二
葉
県
鳧
、
花
亭
ノ
鶴
一
是
也
。
此
鳥
皆
莫
レ
不
レ
具
二
法
身
理
ヲ一

。」

「
葉
縣
鳧
」
に
つ
い
て
典
拠
の
記
述
は
な
い
が
、『
略
注
』
と
同
じ
く
、『
後
漢
書
』
か
『
文
選
』
か
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
が
『
略
注
』
と
語
句
が
異

な
っ
て
い
る
の
で
、『
略
注
』
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
注
釈
で
あ
ろ
う
。「
花
亭
鶴
」
は
『
晉
書
』
巻
五
十
四
「
陸
機
傳
」
に
、
陸
機
が
成
都

王
司
馬
穎
に
誅
さ
れ
る
と
き
、
故
郷
の
華
亭
の
鶴
の
鳴
き
声
を
も
う
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
嘆
い
た
挿
話
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
故
事
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
た
ら
し
く
、『
藝
文
類
聚
』
卷
第
九
十
「
鳥
部
上
、
鶴
」
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
7
、『
和
漢
朗
詠
集
』
月
部
に
こ
の
故
事
を
題
材
に
し
た
兼
明
親
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王
の
七
言
絶
句
の
第
四
句
・
五
句
が
記
載
さ
れ
て
い
る
8
。『
集
注
』
の
選
者
が
『
晉
書
』
か
『
藝
文
類
聚
』
か
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
、或
い
は
他
の
も
の
か
、

何
を
参
照
し
た
か
判
ら
な
い
が
、
こ
の
故
事
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。

３
『
聞
書
』

「
鳧
鶴
螘
龜
者
仙
家
ノ
靈
物
也
、
鳧
ハ
王
子
喬
鳧
ト
王
宮
へ
出
入
ス
ル
也
。
鶴
ハ
丁
令
威
家
ヲ
去
テ
千
年
ノ
後
ニ
鶴
ト
成
テ
歸
リ
來
タ
ル
也
。」

「
鳧
鶴
」
は
、
記
述
の
文
章
が
『
略
注
』『
集
注
』
と
異
な
っ
て
お
り
、
自
ら
の
注
釈
と
思
わ
れ
る
。『
略
注
』
と
同
じ
く
、
典
拠
の
記
述
が
な
く
、
何
を

参
照
し
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
典
拠
の
『
後
漢
書
』
と
『
捜
神
後
記
』
を
踏
ま
え
て
の
記
述
で
あ
ろ
う
。

４
『
緘
石
鈔
』

「
鳧
鶴
誰
非
理
者
、
此
二
句
ノ
意
ハ
鳧
ノ
足
ノ
短
ク
鶴
ノ
脚
ノ
長
乄
大
小
形
異
ル
モ
飲
二
法
性
一
味
ノ
沙
水
ヲ一

共
ニ
一
万
荼
羅
ノ
聖
衆
ナ
リ
云
義
也
。」

「
鳧
鶴
」
に
つ
い
て
、
典
拠
を
記
述
し
て
い
な
い
の
で
、
何
を
参
照
し
た
か
判
ら
な
い
。
鳧
の
足
が
短
く
、
鶴
の
足
は
長
い
の
は
自
明
の
事
で
あ
る
の
で
、

或
い
は
自
ら
の
注
釈
か
も
し
れ
な
い
。

５
『
集
鈔
』

「
鳧
鶴
螘
龜
ハ
仙
家
ノ
靈
物
也
。
鳧
者
類
林
云
王
喬
者
河
東
人
也
、
顕
宗
ノ
世
ニ
爲タ

リ二

葉
縣
令レ

イ
一
、
有
二
神
術
一
毎
月
朔
望
ニ
常
ニ
自
レ
縣
詣
ス
、
帝
怪
ム下

其
來
ル
ト
キ
ニ

數
タ
ヒ
而
不
ル
事
ヲ

レ　

見
中
車
騎
上
、
密
二
令
乄三

大
央
ヲ
伺
ヒ二

望
之
一
、
其
ノ
臨
ン
テ

レ

至
ニ
輙
チ
有
二
雙
鳧
一
東
南
ヨ
リ
飛
來
於
是
ニ
伺
ヒ二

鳧
ノ
至
ヲ一

擧
レ
羅ア

ミ
ヲ
張
ルレ

之
、
但
得
タ
リ

二

一
隻
ノ
舃ク

ツ
ヲ一

矣
。
鶴
ト
者
丁
令
威
カ
鶴
也
、
捜
神
記
ニ
曰
、
遼
東
城
門
ノ
華
表
ノ
柱
ニ
有
二
一
ツ
ノ
白
鶴
一
少
年
欲
ル
ニ

レ

射
ン
ト
鶴
飛
去
テ
曰
有
レ
鳥
有
レ
鳥
、
令
威
去
テレ

家
ヲ
千
歳
ニ
乄
歸

來
レ
リ
城
郭
ハ
如
レ
本
人
何
ノ
不
レ
學
レ
仙
ヲ
云
テ
去
ン
ヌ
矣
。」

こ
れ
ま
で
の
注
釈
書
の
要
旨
を
踏
襲
し
、
典
拠
を
明
示
し
て
い
る
。「
鳧
」
に
つ
い
て
、
典
拠
と
し
た
『
類
林
』
を
探
索
し
た
が
、
そ
の
存
在
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
引
用
文
は
『
後
漢
書
』「
王
喬
傳
」
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
9
。「
鶴
」
に
つ
い
て
、
典
拠
を
『
捜
神
記
』
と
し
て
い
る
が
、「
丁
令
威
」

の
故
事
は
干
寶
『
捜
神
記
』
で
は
な
く
陶
潜
『
捜
神
後
記
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
1
0
。
た
だ
、『
藝
文
類
聚
』
に
は
、「
丁
令
威
」
の
故
事
は
二
か
所
記
載
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さ
れ
て
い
る
。
一
は
巻
第
七
十
八
、
靈
異
部
上
、
仙
道
に
「
搜
神
記
曰
、
…
」
と
あ
り
、
二
は
巻
第
九
十
、
鳥
部
上
、
白
鶴
に
「
續
搜
神
記
曰
、
…
」
と

あ
る
。
両
方
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。『
藝
文
類
聚
』
の
撰
者
の
何
か
の
錯
覚
か
後
世
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。『
続
捜
神
記
』
は
、
陶
潜
『
捜
神
後
記
』

と
同
じ
も
の
で
あ
る
1
1
。
従
っ
て
、
實
翁
は
原
典
で
は
な
く
、『
藝
文
類
聚
』
か
ら
孫
引
き
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

６
『
便
蒙
』

「
二
句
ノ
言
ハ
、
曼
荼
ノ
境
界
ハ
乃
至
鬼
畜
モ
悉
ク
是
レ
毗
盧
ノ
具
體
法
身
ナ
リ
、
故
ニ
言
二
非
理
詎
叵
暲
ト一

。
唯
識
論
ニ
曰
、
清
淨
法
身
ハ
謂
ク
諸
ノ
如
来
眞
常
法
界
受

用
變
化
ノ
平
等
ノ
所
依
ナ
リ
。（
割
注
：
密
教
中
説
二
四
種
法
身
一
） 

對
二
擧
事
ハ
鳧
鶴
螘
龜
ヲ一

者
、
荘
子
ニ
曰
、
鳧
ノ
脛ハ

キ

雖
ト
モ

ㇾ

短
シ
ト
乎
續
カ
ハ

レ

之
ヲ
則
チ
憂
ン
、
鶴
ノ
脛
雖

ト
モ

レ

長
シ
ト
乎
斷
タ
ハ

レ

之
ヲ
則
チ
悲
マ
ン
。」

こ
の
注
釈
は
『
略
注
』
以
降
の
伝
統
的
な
注
釈
と
同
じ
で
あ
る
。「
法
身
」
の
典
拠
に
『
成
唯
識
論
』
を
引
い
て
い
る
1
2
。「
鳧
鶴
」
は
典
故
に
『
荘
子
』

巻
第
四
、
外
篇
騈
拇
第
八
「
是
故
鳧
脛
雖
短
續
之
則
憂
鶴
脛
雖
長
斷
之
則
悲
（
是
の
故
に
、
鳧か

も

の
脛
は
短
し
と
雖
も
、
之
を
續つ

が
ば
則
ち
憂
へ
、
鶴
の
脛

は
長
し
と
雖
も
之
を
斷
た
ば
則
ち
悲
し
む
）」
を
引
い
て
い
る
。『
緘
石
鈔
』
で
初
め
て
、
鳧
の
足
が
短
く
、
鶴
の
足
が
長
い
と
注
釈
を
し
た
が
、『
便
蒙
』

は
そ
の
典
故
を
提
示
し
て
い
る
。

７
『
真
別
聞
書
』

「
誰
者
楞
嚴
ノ
注
云
誰
者
何
地
テ
」「
或
人
曰
、
高
山
等
ノ
二
句
ハ
述
二
自
ノ々
境
界
ヲ一

。
鳧
鶴
等
ノ
二
句
又
釈
二
高
山
等
ノ
二
句
ニ一

」

「
誰
」
の
注
釈
に
「
楞
嚴
ノ
注
云
」
と
し
て
、
引
用
し
て
い
る
が
、「
誰
者
何
地
テ
」
は
意
味
不
明
で
あ
る
。『
楞
嚴
經
』（
正
式
名
『
大
佛
頂
如
來
密
因
修

證
了
義
諸
菩
薩
萬
行
首
楞
嚴
經
』）（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
巻
十
九　

№
九
四
五
）
の
注
や
疏
な
ど
多
数
あ
る
が
、
全
て
検
索
し
た
が
当
該
の
引
用
文
を
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。『
真
別
聞
書
』
の
撰
者
が
何
故
こ
の
よ
う
な
注
釈
を
し
た
の
か
、
誤
写
・
脱
漏
が
あ
る
の
か
、
不
可
解
で
あ
る
。
第
一
句
・
二

句
「
高
山
風
易
起
、
深
海
水
難
量
」
が
「
自
々
の
境
界
を
述
べ
る
」
と
注
釈
し
て
、「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
も
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
高
山
」「
深
海
」
と

同
じ
く
「
鳧
鶴
螘
龜
」
も
本
来
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
の
境
界
で
あ
り
、
大
日
如
来
の
法
界
に
包
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
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８
『
私
記
』

「
鳧
ハ
足
短
、
鶴
ハ
足
長
シ
、
此
レ
併
テ
天
然
ノ
生
付
ニ
乄
理
ノ
儘
也
。
故
ニ
云
二
誰
非
理
ト一

。」

『
緘
石
鈔
』『
便
蒙
』
と
同
じ
く
、
鳧
は
足
が
短
く
、
鶴
は
足
が
長
い
の
は
、
天
然
自
然
の
理
で
あ
る
。

９
『
講
義
』

字
訓
「
鳧
鶴
…
か
い
つ
ぶ
り
と
鶴
、
即
ち
鳧
の
足
は
短
い
も
の
、
鶴
の
足
は
長
い
も
の
。
併
し
鳧
の
足
が
短
い
と
て
之
に
継
ぎ
た
せ
ば
困
る
だ
ろ
う
し
、

又
鶴
の
足
は
長
い
か
ら
と
て
之
を
切
れ
ば
鶴
は
悲
し
む
で
あ
ろ
う
。
そ
の
如
く
、
長
は
長
、
短
は
短
で
何
れ
も
皆
宇
宙
の
節
理
に
契
ひ
本
然
の
姿
で
あ
る

こ
と
を
言
い
表
さ
ん
と
す
る
詞
で
あ
る
。」

典
拠
の
提
示
は
な
い
が
、『
便
蒙
』
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
、『
荘
子
』
を
踏
ま
え
て
の
記
述
で
あ
る
。『
岩
波
版
』
と
『
著
作
集
』
も
「
か
い
つ
ぶ
り
」

と
し
て
お
り
、『
講
義
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

10
『
国
訳
』

脚
注
一
三
「
鳧
の
足
は
短
く
鶴
の
足
は
長
い
。
何
れ
も
そ
れ
で
よ
い
の
で
、
短
き
に
足
し
て
長
く
し
、
長
き
を
切
っ
て
短
く
す
る
を
得
な
い
。」

典
拠
の
提
示
は
な
い
が
、『
荘
子
』
を
踏
ま
え
て
の
記
述
で
あ
る
。

11
『
岩
波
版
』

頭
注
「
鳧
鶴
：
か
い
つ
ぶ
り
と
つ
る
。
足
の
短
い
も
の
と
長
い
も
の
に
喩
え
る
。
そ
れ
ら
の
長
短
は
道
理
に
適
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。」

『
講
義
』
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

12
『
著
作
集
』

脚
注
２
５「
鳧
鶴　

か
い
つ
ぶ
り
と
つ
る
。足
の
短
い
も
の
と
長
い
も
の
を
あ
げ
、そ
れ
ら
が
道
理
に
か
な
っ
た
本
然
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
表
し
た
も
の
。」
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『
講
義
』
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

13
『
筑
摩
版
』

注
「
鳧
鶴
誰
か
理
に
非
ざ
る　
『
荘
子
』
騈
拇
篇
に
「
鳧
脛
は
短
き
と
雖
も
、
之
を
續
げ
ば
則
ち
憂
う
。
鶴
脛
は
長
き
と
雖
も
之
を
斷
ず
れ
ば
則
ち
悲
し

む
」
と
あ
り
、
長
短
そ
れ
ぞ
れ
理
の
有
る
こ
と
を
述
べ
る
。」

14　

波
戸
岡
旭
「
空
海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」

「
鳧
鶴　

誰
か
理
に
非
ざ
る
」
は
『
荘
子
』
騈
拇
篇
の
鳧
の
脛
の
短
き
と
鶴
の
脛
の
長
き
と
の
例
話
に
拠
る
が
、
用
法
は
出
典
の
意
と
は
や
や
異
な
り
、

俗
界
に
於
け
る
小
智
の
無
意
味
さ
を
喩
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。」

波
戸
岡
氏
は
第
一
句
か
ら
第
八
句
ま
で
奇
数
句
を
俗
界
、
偶
数
句
を
佛
界
に
比
し
て
解
釈
し
て
お
り
、
そ
の
構
図
に
添
っ
た
解
釈
と
思
わ
れ
る
。

15　

吉
岡
義
豊
「
遊
山
慕
仙
詩
と
そ
の
思
想
的
背
景
」

意
訳
「
鳧
の
足
が
短
く
鶴
の
足
が
長
い
の
は
自
然
の
道
理
で
あ
る
」

『
荘
子
』
騈
拇
篇
の
説
話
を
踏
ま
え
て
の
意
訳
で
あ
る
。

16　

猪
俣
清
郎
「
遊
山
慕
仙
詩
が
語
る
も
の
」

意
訳
「
脛
の
短
い
か
も
め
も
長
い
鶴
も
、
ど
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
る
た
め
の
道
理
に
か
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」

『
荘
子
』
騈
拇
篇
の
説
話
を
踏
ま
え
て
の
意
訳
で
あ
る
。
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２
―
㈡　
「
螘
龜
詎
叵
暲
」
の
注
釈
の
点
検

１
『
略
注
』

「
螘
龜
者
、
符
子
曰
、
東
海
有
二
鼇
龜
一
焉
。
冠
二
蓬
萊
一
而
淤ヲ

ヨ

ク二

於
滄
海
ニ一

。
騰
躍
シ
テ
而
上
レ
ハ
則
干
シレ

雲
ヲ
。
沒
シ
テ
而
下
ル
ト
キ
ハ
潛
ル二

於
重
泉
ニ一

。
有
リ二

紅
蟻
者
一
、

聞
テ
而
悅
フ
。
與
二
羣
蟻
一
相
二
要
乄
乎
海
畔
ニ一

。
欲
レ
觀
レ
鼇
。
月
餘
未
タレ

出
羣
作
也
。
數
日
ア
テ
風
止
テ
。
海
中
ニ
隱
淪
如
シレ

岳
ノ
。
其
高
既
等
レ
天
ニ
。
或
游
イ
テ
而
西
ス
。

羣
蟻
ノ
曰
。
彼
之
冠
レ
山
ヲ
。
何
異
ラ
ム
乎
我
之
載
ク
ニ

レ

粒
ヲ
也
。
逍
二
遙
壤
封
之
巔
ニ一

。
歸
服
乎
窟
穴
之
下
。
此
乃
物
ノ
我
之
適
ル
ナ
リ

二　

自
已
ニ一

。
而
然
我
何
用
數
百
里

勞
形
而
觀
之
乎
。」

『
符
子
』は『
日
本
國
見
在
書
目
録
』に
著
録
さ
れ
て
い
る
1
3
。
現
在
、そ
の
佚
文
を
集
め
た『
苻
子
』（『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』六
。
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
）

1
4

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
藝
文
類
聚
』『
初
學
記
』『
太
平
御
覧
』
等
類
書
に
記
載
さ
れ
た
「
苻
子
」
の
引
用
文
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
馬
國

翰
の
説
明
文
に
よ
れ
ば
、類
書
に
記
載
さ
れ
た
『
符
子
』
は
間
違
い
で
『
苻
子
』
が
正
し
い
1
5
。
し
か
し
、『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
で
は
正
し
い
『
苻
子
』

で
は
な
く
、『
符
子
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
何
故
そ
う
な
の
か
は
原
本
が
逸
失
し
て
お
り
、確
認
の
方
法
が
な
い
。
馬
國
翰
は
校
訂
を
行
っ
て
い
る
が
、『
藝

文
類
聚
』
は
校
訂
文
に
比
し
省
略
さ
れ
て
い
る
。『
略
注
』
の
引
用
文
は
『
藝
文
類
聚
』
巻
九
十
七
「
鱗
介
部
、蟻
」
の
引
用
文
の
全
文
を
記
述
し
て
い
る
。

２
『
集
注
』

「
玉
云
、
螘
ハ
蟻
、
螘
宜
倚
ノ
切
。
符
子
曰
、
東
海
有
二
鼇カ

メ
一
焉
。
冠

イ
タ
タ
キ

テ二

蓬
萊
ヲ一

而
游ウ

カ
フ二

於
滄
海
ニ一

。
騰
躍
シ
テ
而
上
ル
ト
キ
ハ
則
干ヲ

カ
シレ

雲
ヲ
。
沒
シ
テ
而
下
潛
ル二

於
重
泉
一
。

有
紅
蟻
者
、
聞
テ
而
悅
。
與
二
羣
蟻
一
相
二
要
乄
乎
海
畔
ニ一

。
欲
レ
觀
二
鼇
龜
一
。
月
餘
リ
未
タレ

出
羣
作
也
。
數
日
風
止
。
海
中
ニ
隱
淪
如
シレ

岳
ノ
。
其
高
既
等
レ
天
ニ
。

或
游
フ二

而
西
ニ一

。
羣
蟻
ノ
曰
。
彼
ノ
之
冠
ケ
ル

レ

山
ヲ
。
何
ソ
異
二
乎
我
之
載
ク
ニ

レ

粒
ヲ一

也
。
逍
遙
シ
テ
壤
封
之
巔
イ
タ
タ
キニ
歸
テ
服
ス二

乎
窟
穴
之
下
ニ一

。
此
乃
物
ノ
我
之
適
フ二

自
已コ

ニ一

、

而シ

カ

シ然
我
何
ソ
用
二
數
百
里
一
、
勞
シ
テ

レ

形
ヲ
而
觀ミ

ンレ

之
ヲ
乎
。
今
案
、
巨
龞
群
蟻
大
小
雖
レ
異
、
共
備
フ
ル

二

法
身
理
ヲ一

義
也
」

「
螘
龜
」
は
語
釈
に
『
玉
篇
』
1
6

を
引
き
、
典
拠
に
『
略
注
』
と
同
じ
、『
苻
子
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
が
、『
略
注
』
と
訓
が
違
い
、『
藝
文
類
聚
』
か

ら
の
孫
引
き
で
あ
ろ
う
。「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
の
文
意
に
つ
い
て
、
四
種
と
も
皆
法
身
の
理
を
備
え
て
い
る
と
し
て
、
万
物
に
遍
在
す
る
大
日
如
来
の
顕
現
し

た
姿
を
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。　
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３
『
聞
書
』

「
龜
ハ
冠
ニ
乄

二

蓬
莱
ヲ一

而
遊
フ二

於
蒼
海
ニ一

也
。
螘
ハ
庄
子
ノ
意
ノ
云
ク
東
海
ノ
辺
二
蟻
有
テ
彼
ノ
龜
ヲ
見
テ
彼
カ
冠
ス
ル
モ

レ　

山
ヲ
異
ラ
ン

二

我
戴
ク
ニ

レ

粒
ヲ一

哉
ト
云
テ
窟
ノ
穴
ノ
之
下
二
歸
服
ス

ト
云
々
。
此
等
ハ
皆
外
山
1
7
ノ
家
二
奇
特
二
思
テ
執
ス
ル
物
共
也
、
執
ス
ル
ト
云
ハ
此
分
迄
也
、
而
宗
ハ
一
塵
一
法
ト
乄
モ
無
トレ

云
事レ

非
ス
ト

二

万
荼
羅
ノ
聖
泉
ニ一

。
讀
乄

彼
鳧
鶴
等
カ
其
マ
ゝ
自
性
ノ
妙
理
ニ
乄
一
万
ダ
ラ
ノ
聖
衆
也
ト
云
義
ヲ
誰
カ
非
理
ニ
詎
カ
叵
暲
ト一

云
也
、
上
ハ
自
性
ノ
境
界
、
此
兩
文
ハ
自
性
會
ノ
聖
泉
ヲ
明
ス
也
」

「
螘
龜
」
は
典
拠
を
庄
子
と
し
て
い
る
。
通
常
は
『
荘
子
』
の
事
で
あ
る
が
、
当
該
の
引
用
文
は
『
荘
子
』
に
は
な
く
、『
苻
子
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

撰
者
の
錯
覚
か
後
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
引
用
文
は
か
な
り
省
略
し
て
お
り
、『
藝
文
類
聚
』
か
ら
の
引
用
か
、
先
行
の
注
釈
書
の
『
略
注
』
等
を
参
照
し
た

の
か
良
く
判
ら
な
い
。

「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
の
文
意
に
つ
い
て
、
四
種
は
道
教
の
靈
物
で
あ
り
、
道
教
に
依
っ
て
い
る
が
、
仏
教
の
曼
荼
羅
世
界
か
ら
み
れ
ば
、
彼
等
も
万
物
に
遍

在
す
る
真
実
不
変
な
る
本
性
を
持
っ
て
お
り
、
大
日
如
来
の
自
受
法
楽
の
会
座
に
参
集
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

４
『
緘
石
鈔
』

「
螘
龜
詎
叵
暲
者
、
螘
小
虫
也
、
龜
大
虫
也
。
符
子
曰
、
東
海
有
二
鼇カ

メ
一
焉
。
冠

イ
タ
タ
キ

テ二

蓬
萊
ヲ一

而
游ウ

カ
フ二

於
滄
海
ニ一

。
騰
躍
シ
テ
而
上
ル
ト
キ
ハ
則
干ヲ

カ
シレ

雲
ヲ
。
沒
シ
テ
而
下
潛

ル
於
重
泉
一
。
～
蟻
ノ
曰
。
彼
ノ
之
冠
ケルレ
山
ヲ
。
何
ソ
異
二
乎
我
之
載
クニレ
粒
ヲ一

～
歸
テ
服
ス二
乎
窟
穴
之
下
ニ一
文
。
此
句
ノ
意
上
ニ
准
知
ヲ
以
上
ハ
有
情
ニ
付
テ
遣
二
外
仙
ノ
執
ヲ一

。」

「
螘
龜
」
に
つ
い
て
、『
略
注
』『
集
注
』『
聞
書
』
と
同
じ
く
、『
苻
子
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
一
部
を
割
愛
し
て
い
る
。『
聞
書
』
と
同
じ
く
、『
藝
文

類
聚
』
か
ら
の
引
用
か
、
先
行
の
注
釈
書
の
『
略
注
』
等
を
参
照
し
た
の
か
良
く
判
ら
な
い
。「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
の
文
意
に
つ
い
て
、『
聞
書
』
を
参
照
し

た
の
か
不
明
だ
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
で
あ
る
。

５
『
集
鈔
』

「
螘
龜
ト
者
符
子
曰
、
東
海
ニ
有
二
敖コ

ウ

鼇
一
焉
。
冠
ニ
乄

二

蓬
萊
ヲ一

而
游ヲ

ヨ
ク二

於
滄
海
ニ一

。
騰ト

ウ
ヤ
ク躍
乄
而
上ア

カ
レ
ハ
則
チ
干ヲ

カ
スレ

雲
ヲ
。
沒
シ
テ
而
下
レ
ハ
潛カ

ク
ル
於
重
泉
ニ一

。
有
二
紅
ノ
蟻
一
者テ

イ
レハ

聞
テ
悅
與
乄

群ム
ラ
カ
ツテ
蟻
相
二
要モ

ト
ム
乎
海
畔
ニ一

。
欲
フレ

觀
ン
ト

二

敖
鼇
ヲ一

、
月
餘
ニ
乄
未
タ二

出
ル
事

レ

群
ヲ
作
一
也
。
數
日
ニ
風
止
ン
テ

二

海
中
ニ一

、
隱
淪
ニ
如
レ
岳ヲ

カ
ノ
。
其
ノ
高
サ
既
ニ
等
シレ

天
ニ
。

或
游
ヒ
テ
而
西
ス
。
羣
蟻
カ
曰
、
彼
レ
之
冠
ス
ル
事

レ　

山
ヲ
。
何
ソ
異
ン二

乎
我
之
載
ニレ

粒
イ
ナ
ツ
フ

ヲ一

也
。
壤

ツ
チ
ク
レ

封
乄レ

之
ヲ
歸
二
服ツ

ク

乎
穴
ノ
下
ニ一

。
此
乃
物
ノ
我
之
適カ

ナ
フ
事

二

自
已
ニ一

、
而
然
リ
我
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「
螘
龜
」
に
つ
い
て
、『
略
注
』
以
下
の
注
釈
書
と
同
じ
く
、『
苻
子
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
が
、
訓
が
同
じ
の
『
略
注
』
か
ら
の
又
引
き
か
、『
藝
文
類
聚
』

か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
の
文
意
に
つ
い
て
、『
集
注
』『
聞
書
』『
緘
石
鈔
』
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
の
四
種
の
生
物
は
道
教
に
於

い
て
靈
物
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
が
、
仏
教
で
は
彼
等
を
含
む
万
物
全
て
が
法
性
を
持
ち
、
曼
荼
羅
世
界
で
大
日
の
法
身
説
法
に
浴
す
る
事
が
出
来
る

と
す
る
。

６
『
便
蒙
』

「
符
子
ニ
曰
、
東
海
ニ
有
レ
鼈
焉
、
冠
ニ
乄

二

蓬
莱
ヲ一

而
游
フ二

於
滄
海
ニ一

。
有
リ二

紅
蟻
ト
云
者
一
、
聞
テ
而
悦
、
與
二
群
蟻
一
相
二
要
乄
于
海
畔
ニ一

欲
レ
觀
ン
ト

二

鼈
之
行
ヲ一

、
數
日
ア
ッ

テ
風
止
マ
ン
ニ

二　

海
中
ニ一

、
隱
淪
タ
ル
事
如
シレ

屺ハ
ケ
ヤ
マノ
、
其
ノ
高
サ
槩カ

キ
ルレ

天
ヲ
、
或
ハ
游
テ
而
西
ス
。
群
蟻
カ
曰
、
彼
レ
カ
之
冠
ニ
ス
ル

レ　

山
ヲ
、
何
ソ
異
ナ
ラ
ン
ヤ

下　
　

于
我
カ
之
載
テレ

粒ツ
ブ
ヲ
也
、
逍
二
遥

シ
乎
壌
封
之
巓
キ
ニ

一

、
歸
リ中

服
ク
ニ
乎
窟
穴
ノ
下
ニ上

。（
割
注
：
鼈
龜
類
海
中
大
鼈
也
、
螘
與
レ
蟻
同
）」
と
し
て
い
る
。

こ
の
注
釈
は
『
略
注
』
以
降
、
す
べ
て
、
典
拠
に
『
苻
子
』
を
引
い
て
お
り
、『
便
蒙
』
も
踏
襲
し
て
い
る
。
先
に
検
討
を
し
て
い
る
が
、
先
行
の
注
釈

書
と
同
じ
く
、『
藝
文
類
聚
』
か
ら
の
孫
引
き
か
、『
集
注
』
か
『
聞
書
』『
緘
石
鈔
』
等
の
先
行
の
注
釈
書
か
ら
の
又
引
き
で
あ
ろ
う
。

７
『
真
別
聞
書
』

「
螘
龜
詎
叵
暲
」
に
つ
い
て
、何
故
か
注
釈
を
行
っ
て
い
な
い
。
先
に
点
検
し
た
如
く
「
鳧
鶴
誰
非
理
」
と
合
わ
せ
て
、「
高
山
」「
深
海
」
と
同
じ
く
「
鳧

鶴
螘
龜
」
も
本
来
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
の
境
界
で
あ
り
、
大
日
如
来
の
法
界
に
包
ま
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

８
『
私
記
』

「
螘
龜
詎
叵
暲
」
に
つ
い
て
、『
真
別
聞
書
』
と
同
じ
く
、
注
釈
を
行
っ
て
い
な
い
。
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９
『
講
義
』

字
訓
「
螘
亀
…
螘
は
蟻
に
同
じ
。
蟻
と
は
紅
蟻
と
群
蟻
と
の
二
人
を
指
す
。
亀
は
大
龞
の
こ
と
。
即
ち
荘
子
に
よ
れ
ば
紅
蟻
な
る
も
の
或
る
と
き
、
東

海
に
大
龞
あ
っ
て
そ
の
大
き
さ
は
蓬
莱
山
を
冠
に
し
て
蒼
海
に
遊
泳
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
群
蟻
と
共
に
海
邊
に
待
っ
て
い
る
と
、
待
つ
こ
と

数
日
に
し
て
風
止
ん
で
大
龞
浮
か
び
出
て
見
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
仲
々
見
る
こ
と
困
難
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
い
つ
か
は
見

ら
れ
得
る
こ
と
を
比
喩
し
た
の
で
あ
る
。」

こ
の
螘
亀
の
説
話
は
『
荘
子
』
で
は
な
く
、『
苻
子
』
の
説
話
で
あ
る
。
坂
田
師
の
『
便
蒙
』
の
読
み
損
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
苻
子
』
は
老
荘
思
想
に

基
づ
い
た
著
作
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、蟻
が
大
龜
を
見
よ
う
と
海
岸
に
来
て
、長
く
待
っ
て
、甲
羅
に
蓬
莱
山
を
乗
せ
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
れ
を
見
て
、

自
分
た
ち
が
砂
粒
を
乗
せ
る
の
と
同
じ
で
大
差
な
し
と
し
て
、
地
中
の
巣
に
戻
る
。
そ
し
て
、
自
分
な
り
に
適
し
た
世
界
が
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
労
苦
を
し

て
広
い
大
き
な
世
界
を
見
る
ま
で
も
な
か
っ
た
と
蟻
た
ち
が
思
う
。
即
ち
、
小
さ
な
狭
い
世
界
の
住
人
―
庶
民
の
世
界
は
そ
れ
な
り
に
自
己
満
足
し
て
生

活
す
る
の
が
相
応
し
い
。
無
為
自
然
、
大
は
大
な
り
に
、
小
は
小
な
り
に
、
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
抜
く
こ
と
を
説
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
仲
々
見
る
こ

と
困
難
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
い
つ
か
は
見
ら
れ
得
る
こ
と
を
比
喩
し
た
の
で
あ
る
。」
と
解
釈
す
る
の
は
、
本
来
の
主
旨
と
異
な
っ
て
お
り
、
坂
田
師

の
独
自
の
見
解
で
あ
る
。
坂
田
師
は
こ
の
説
話
の
解
釈
を
敷
衍
し
て
、
和
訳
で
「
佛
の
世
界
は
か
く
不
知
の
も
の
で
あ
る
と
は
云
ふ
け
れ
ど
も
併
し
昔
か

の
紅
蟻
と
群
蟻
と
が
現
れ
難
き
大
龞
を
見
ん
も
の
と
熱
心
に
毎
日
海
邊
に
待
ち
伏
て
遂
に
見
得
た
と
い
う
が
、
仲
々
現
れ
難
い
大
龞
で
さ
え
も
現
は
る
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
が
熱
心
に
努
力
し
て
修
行
す
れ
ば
不
知
の
世
界
た
る
佛
の
自
境
界
も
や
が
て
表
れ
出
て
、
佛
の
自
境
界
を
悟
る
こ

と
絶
対
に
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
否
決
し
て
さ
う
で
は
な
い
必
ず
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
。
こ
の
和
訳
は
、
こ
の
説
話
の
主
旨

を
取
り
違
え
て
、さ
ら
に
修
行
に
努
力
す
れ
ば
覚
り
の
境
界
に
達
す
る
事
が
出
来
る
と
付
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、原
文「
螘ぎ

き龜　

詎な
ん

ぞ
暲あ

き
らか
叵な

ら
ざら
ん
」に
は
、

こ
の
よ
う
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

10
『
国
訳
』

脚
注
一
三
「
螘
は
ア
リ
に
て
、
ア
リ
が
大
亀
を
見
よ
う
と
し
て
熱
心
に
努
め
た
結
果
。
遂
に
よ
く
そ
れ
を
見
た
、
我
等
も
熱
心
に
望
み
修
行
す
れ
ば
、

仏
の
境
界
も
悟
る
。」
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『
講
義
』
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。

11
『
岩
波
版
』

頭
注
【「
螘
」
は
蟻
（
紅
蟻
・
群
蟻
）、「
亀
」
は
龞
。『
荘
子
』
に
そ
の
喩
え
が
出
て
い
る
。】

原
典
に
当
た
ら
ず
、『
講
義
』
の
間
違
を
そ
の
ま
ま
、
鵜
呑
み
し
て
、
記
述
し
て
い
る
。

12
『
著
作
集
』

脚
注
２
６
「
螘
亀　

螘
は
蟻
に
同
じ
。『
荘
子
』
に
あ
る
喩
え
で
、
仲
々
見
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
も
い
つ
か
は
見
ら
れ
る
こ
と
を
表
す
。」

原
典
に
当
た
ら
ず
、『
講
義
』
の
間
違
を
そ
の
ま
ま
、
鵜
呑
み
し
て
、
記
述
し
て
い
る
。
更
に
『
講
義
』
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

13
『
筑
摩
版
』

和
訳
「
小
さ
い
蟻
も
大
き
な
亀
も
、
ど
う
し
て
日
の
当
た
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
。」

「
螘
亀
」
に
つ
い
て
の
注
は
な
い
。
大
日
如
来
が
平
等
に
万
物
を
照
ら
し
て
い
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

14　

波
戸
岡
旭
「
空
海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」

【「
螘
龜
誰
か
暲
は
れ
叵
か
ら
む
」
は
、
螘
は
蟻
の
こ
と
だ
が
、
蟻
と
龜
の
寓
話
は
未
詳
で
あ
る
。
只
類
似
の
記
事
は
こ
れ
も
同
じ
く
『
荘
子
』
秋
水
篇

に
夏
虫
と
井い

あ鼃
と
の
話
が
あ
る
。
井
鼃
は
井
の
中
の
蛙
で
あ
る
が
、
東
海
の
鱉べ

つ

（
海
亀
）
と
の
寓
話
が
あ
り
、
夏
虫
は
同
篇
の
ほ
ぼ
同
じ
個
所
に
礨
空
（
蟻

塚
）
の
話
が
載
る
か
ら
推
し
て
蟻
と
し
、
螘
亀
と
用
い
て
、
河
伯
と
北
海
若
と
の
問
答
の
、
偏
見
を
去
っ
て
無
差
別
平
等
に
帰
せ
よ
と
い
う
話
を
想
起
せ

し
め
よ
う
と
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
前
後
の
関
連
か
ら
、「
鳧
鶴
」
の
句
は
俗
界
、「
螘
龜
」
の
句
は
仏
界
を
意
味
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
。】

「
蟻
と
龜
の
説
話
は
未
詳
で
あ
る
」
と
し
て
『
荘
子
』
外
篇
「
秋
水
第
十
七
」
の
「
夏
虫
と
井
鼃
」
の
話
、「
河
伯
と
北
海
若
」
と
の
問
答
を
記
述
し
、「
い

ず
れ
に
し
て
も
前
後
の
関
連
か
ら
、「
鳧
鶴
」
の
句
は
俗
界
、「
螘
龜
」
の
句
は
仏
界
を
意
味
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。「
螘
龜
」
の
句
が
何
故
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仏
界
を
意
味
す
る
の
か
説
明
が
な
く
理
解
し
難
い
。
先
に
検
討
し
た
如
く
、
第
一
句
か
ら
第
八
句
ま
で
奇
数
句
を
俗
界
、
偶
数
句
を
佛
界
に
比
し
て
解
釈

し
て
お
り
、
そ
の
構
図
に
添
っ
た
解
釈
で
あ
る
。

15　

吉
岡
義
豊
「
遊
山
慕
仙
詩
と
そ
の
思
想
的
背
景
」

意
訳
「
こ
の
自
然
の
道
理
を
率
直
に
肯
定
し
て
精
進
修
行
す
れ
ば
、
あ
の
小
さ
な
蟻
が
大
亀
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
や
が
て
真
理
を
悟
る
事

が
出
来
る
」

こ
の
意
訳
は
明
ら
か
に
『
講
義
』
の
解
釈
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

16　

猪
俣
清
郎
「
遊
山
慕
仙
詩
が
語
る
も
の
」

意
訳
「
小
さ
い
蟻
に
も
大
き
い
亀
に
も
同
じ
よ
う
に
陽
が
当
た
る
の
だ
」

「
螘
龜
」
に
つ
い
て
の
説
話
や
典
拠
等
に
言
及
し
て
い
な
い
。『
筑
摩
版
』
と
同
じ
く
、
大
日
如
来
の
光
は
全
て
平
等
に
万
物
を
照
ら
し
て
い
る
と
の
意

で
あ
ろ
う
。

３　
「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
を
含
め
た
冒
頭
八
句
の
整
理
・
検
討

今
ま
で
、「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
の
先
行
の
注
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
注
釈
文
を
提
示
し
、
点
検
し
て
き
た
が
、「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
は
次
の
第
七
句
・
八
句

を
含
め
て
、
冒
頭
の
四
句
と
共
に
一
つ
の
段
落
を
形
成
し
て
い
る
。
冒
頭
の
四
句
で
全
世
界
・
全
宇
宙
の
真
の
姿
は
大
日
如
来
の
統
括
す
る
法
界
で
あ
る

こ
と
を
詠
み
、
以
下
の
四
句
で
そ
の
具
体
相
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
故
、
冒
頭
八
句
に
つ
い
て
、
以
下
で
整
理
・
検
討
を
行
う
事
に
す
る
。

３
―
㈠　

第
一
句
・
二
句
「
高
山
風
易
起
、
深
海
水
難
量
」
の
整
理
・
検
討

こ
の
二
句
の
解
釈
に
つ
い
て
、
先
行
の
注
釈
は
大
別
す
る
と
次
の
二
つ
の
見
解
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
は
『
聞
書
』
に
代
表
さ
れ
る
解
釈
で
、「
高
山
ハ
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者
地
大
理
法
身
、
胎
ノ
大
日
ノ
境
界
也
。
風
易
起
ト
者
乾
字
本
不
生
ヨ
リ
起
風
成
ル
故
ニ
易
レ
起
云
也
。
是
則
法
尓
法
然
ノ
風
三
世
常
恒
ノ
説
法
風
樹
頂
ヲ
吹
ト
云
是

也
。
深
海
ト
者
水
大
智
法
身
、
金
ノ
大
日
ノ
境
界
也
。
水
難
量
ト
者
沙
字
縛
不
可
得
ノ
水
ナ
ル
故
ニ
難
レ
量
云
也
。
是
則
本
有
ノ
大
悲
水
常
住
不
退
ノ
説
法
波
砂
石
ヲ

打
ト
云
是
也
。」
と
し
て
い
る
。
即
ち
、「
高
山
」
を
理
法
身
、「
深
海
」
を
智
法
身
に
配
当
し
、
胎
蔵
界
と
金
剛
界
の
曼
荼
羅
世
界
を
詠
ん
で
い
る
と
す
る
。

こ
の
注
釈
と
同
様
か
踏
襲
し
て
い
る
注
釈
は
『
集
注
』、『
緘
石
鈔
』、『
集
鈔
』、『
便
蒙
』
で
あ
る
。
中
で
も
『
便
蒙
』
は
冒
頭
六
句
を
ま
と
め
て
、
自
身

の
見
解
を
割
注
で
「
自
二
篇
首
一
至
二
下
六
句
一
述
二
大
仙
之
幽
旨
一
」
と
し
て
い
る
。『
真
別
聞
書
』
と
『
私
記
』
は
こ
の
解
釈
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
を
包
括
す
る
「
自
尓
境
界
」
本
来
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
の
境
界
で
あ
る
法
界
を
述
べ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

二
は
『
講
義
』
に
代
表
さ
れ
る
解
釈
で
、「
高
山
…
凡
夫
に
喩
へ
し
も
の
。
風
…
三
毒
五
欲
等
の
種
々
の
煩
悩
の
風
。
深
海
…
佛
の
境
界
に
喩
へ
し
も
の
。」

と
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
を
踏
襲
し
て
い
る
注
釈
は
『
岩
波
版
』、『
著
作
集
』、
波
戸
岡
旭
「
空
海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」、
吉
岡
義
豊
「
遊
山

慕
仙
詩
と
そ
の
思
想
的
背
景
」
で
あ
る
。
即
ち
、
俗
界
と
法
界
を
対
比
さ
せ
て
詠
ん
で
い
る
と
す
る
。

以
上
の
検
討
で
、古
来
の
注
釈
書
と
明
治
以
降
の
見
解
が
は
っ
き
り
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
古
来
の
注
釈
は
「
高
山
」
で
あ
る
か
ら
「
地
大
」

で
あ
り
、「
深
海
」
で
あ
る
か
ら
「
水
大
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
類
推
か
ら
理
智
二
法
身
を
導
い
て
解
釈
を
し
て
い
る
。
一
方
、
坂
田
師
の
注
釈
は
、「
高

山
」
が
何
故
「
凡
夫
」
を
意
味
す
る
の
か
、「
深
海
」
が
何
故
仏
界
を
意
味
す
る
の
か
、
根
拠
の
提
示
が
な
い
。
お
そ
ら
く
、『
便
蒙
』
の
注
釈
に
「
一
篇
ノ

大
抵
、
比
二
擬
乄
大
仙
於
世
仙
ニ一

、
而
誡
ム下

凡
夫
甘
ツ
テ

二

三
毒
ヲ一

造
リレ

業
ヲ
、
耽
ツ
テ

二

五
欲
ニ一

放
逸
ナ
ル
ヲ

上　

爾
ノ
ミ
。
今
此
ノ
二
句
ハ
或
人
謂
ラ
ク
、
高
山
ハ
比
シ二

理
法
身
ニ一

、
深
海
ハ

比
ス二

智
法
身
ニ一

。
理
ハ
即
チ
胎
蔵
在
纏
ノ
相
故
ニ
言
二
風
易
起
ト一

。
雖
レ
云
ト二

生
界
ハ
境
風
飄
蕩
ス
ト

一

、
而
モ
法
身
ノ
體
ハ
寂
乎
ト
乄
不
レ
動
カ
、
猶
如
シ二

高
山
ノ一

。
智
ハ
即
チ
金
剛

脩
生
ノ
果
海
、
各
具
五
智
無
際
智
ナ
リ
、
何
人
カ
測
量
セ
ン
、
故
ニ
言
二
水
難
量
ト一

。」
と
あ
り
、
高
山
を
理
法
身
に
比
す
根
拠
に
胎
蔵
在
纏
の
相
を
挙
げ
、
風
起

き
易
い
と
記
述
し
て
い
る
事
。
又
、
本
詩
の
主
旨
を
、
大
仙
を
世
仙
に
比
擬
し
て
、
凡
夫
の
三
毒
・
五
欲
を
戒
め
る
と
記
述
し
て
い
る
事
な
ど
を
、
参
照

し
て
、『
便
蒙
』
と
は
文
意
が
異
な
る
が
、
坂
田
師
が
独
自
の
解
釈
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３
―
㈡　

第
三
句
・
四
句
「
空
際
無
人
察
、
法
身
獨
能
詳
」
の
整
理
・
検
討
。

こ
の
二
句
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
注
釈
は
、
注
釈
を
省
い
て
い
る
『
略
注
』『
集
注
』
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
内
容
に
濃
淡
の
差
が
あ
る
が
、

文
意
の
解
釈
は
同
じ
で
あ
る
。
諸
注
釈
を
全
て
挙
げ
る
の
は
煩
雑
に
な
る
の
で
、
以
下
代
表
的
な
注
釈
を
挙
げ
る
。
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『
聞
書
』
は
、
最
も
詳
細
に
長
文
で
注
釈
を
し
て
い
る
。
一
部
を
割
愛
し
て
挙
げ
る
。「
空
際
ト
者
山
海
ノ
外
ヲ
巻
テ
悉
ク
空
際
ト
云
也
。
上
ハ
兩
部
而
二
今
ハ

兩
部
不
二
ヲ
明
ス
也
。
…
去
程
ニ
諸
佛
虚
空
ニ
遍
満
シ
給
ヘ
ル
事
如
二
胡
麻
ノ一
文
、
カ
カ
ル
虚
空
ヲ
空
際
ト
云
也
。
是
自
證
ノ
極
位
ニ
乄
言
心
倶
絶
ノ
量
成
カ
故
ニ
無
人
察

ス
ル
事
文
流
ニ
即
雖
二
十
地
菩
薩
一
尚
非
二
其
境
界
一
文
、
…
宗
義
ノ
大
事
宗
義
ノ
習
也
、
明
近
ニ
付
テ
可
レ
習
也
。
法
身
ノ
ミ
獨
リ
能
詳
ト
者
、
不
二
空
際
ノ
重
ハ
唯
佛
与

佛
ノ
境
界
ニ
乄
佛
ト
佛
ト
ノ
ミ
獨
能
ク
知
リ
給
フ
故
ニ
云
尓
也
。
以
上
ノ
四
句
ハ
大
日
ノ
而
二
不
二
ノ
境
界
ヲ
明
ス
也
。
文
ノ
面
テ
ハ
外
仙
ノ
詩
ニ
高
山
ニ
有
二
仙
家
一
深
海
ニ
有
二

蓬
莱
一
ナ
ン
ト
云
タ
ル
躰
ナ
レ
ト
モ
義
理
ハ
大
ニ
各
別
ノ
事
也
。
遣
テレ

文
ヲ
取
レ
ト

レ

義
ヲ
云
是
也
。
以
下
准
レ
之
可
レ
知
也
。
如
レ
此
含
ミ
タ
ル

二　

深
意
ヲ一

文
成
ル
故
真
濟
序
ニ

挙
ケ
テ
歎
徳
シ
給
也
。」
と
し
て
、
真
言
密
教
の
深
意
を
詠
ん
だ
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

『
便
蒙
』
は
「
所
レ
謂
自
證
ノ
三
菩
提
、
言
語
盡
竟
シ
心
行
亦
寂
ナ
リ
、
則
チ
雖
ト
モ

二

十
地
ノ
菩
薩
ナ
リ
ト

一　

尚
シ
非
ス二

其
ノ
境
界
ニ一

、
故
ニ
言
二
無
人
察
獨
能
詳
ト一

。」
と
し
て
、

「
聞
書
」
の
解
釈
を
踏
襲
し
、
そ
の
骨
子
を
記
述
し
て
い
る
。

『
真
別
聞
書
』
は
「
空
際
無
―
空
際
ハ
者
法
苑
珠
林
云
、
與
乄二

空
際
ト一

而
爲
レ
極
ト
文
。
上
ニ
大
仙
窟
房
ト
ハ
即
是
也
。」
と
し
て
、
典
拠
に
『
法
苑
珠
林
』
を
挙

げ
て
い
る
1
8
。

『
講
義
』
は
「
佛
の
自
境
界
は
我
ら
等
凡
夫
の
察
知
す
る
こ
と
出
来
ぬ
も
の
で
、
そ
れ
は
た
だ
法
身
佛
の
み
能
く
知
る
所
で
あ
る
。」
と
和
訳
し
て
い
る
。

以
上
の
諸
注
釈
を
整
理
す
る
と
、「
空
際
」
を
自
證
の
極
位
＝
三
菩
提
と
解
釈
し
、
他
の
助
け
を
借
り
ず
に
自
ら
覚
る
こ
と
の
で
き
る
法
身
大
日
如
来
の

み
が
知
り
得
る
境
地
で
あ
り
、「
無
人
察
」
は
凡
夫
の
み
な
ら
ず
、
修
行
の
上
に
覚
り
を
求
め
る
十
地
の
菩
薩
も
声
聞
も
独
覚
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

す
る
、
真
言
密
教
の
教
義
を
詠
ん
で
い
る
と
す
る
。

３
―
㈢　

四
句
の
典
拠
に
つ
い
て　

四
句
の
典
拠
は
古
来
の
注
釈
書
で
は
、
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
も
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、『
岩
波
版
』
と
『
筑
摩
版
』
と
波
戸
岡
旭
「
空

海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」
と
猪
俣
清
郎
「
遊
山
慕
仙
詩
が
語
る
も
の
」
が
、空
海
が
参
照
し
た
可
能
性
の
あ
る
典
拠
と
し
て
、『
金
光
明
最
勝
王
經
』

（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
十
六
巻
、
No
六
六
五
）「
夢
見
金
鼓
懺
悔
品
第
四
」
の
頌
の
「
如
二
大
海
水
量
難
レ
知
、
大
地
微
塵
不
レ
可
レ
數
一
。
如
二
妙
高
山
叵
レ

稱
レ
量
一
、
亦
如
三
虛
空
無
二
有
際
一
。
諸
佛
功
德
亦
如
レ
是
、
一
切
有
情
不
レ
能
レ
知
。」
を
挙
げ
て
い
る
。
嚆
矢
は
『
岩
波
版
』
で
あ
る
が
、
補
注
で
指
摘
し

て
い
る
の
み
で
詳
し
い
説
明
が
な
い
。
引
用
文
も
第
七
句
目
で
終
わ
っ
て
お
り
、挙
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、頌
で
あ
る
か
ら
第
八
句
目
の「
一
切
有
情
不
能
知
。」
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も
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
が
『
筑
摩
版
』
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

波
戸
岡
氏
は
「
空
海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
、【
初
め
の
四
句
は
、『
金
光
明
経
』
の
「
大
海
の
水
量
知
り
難
く
、
大
地
の
微
塵
数

ふ
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
妙
高
の
称
量
し
叵
き
が
如
く
、
亦
た
虚
空
の
有
際
無
き
が
如
し
。
諸
仏
の
功
徳
も
亦
た
是
く
の
如
し
」
を
確
か
に
予
想
せ
し
め

る
が
、但
し
高
山
は
こ
こ
で
は
妙
高
の
意
で
は
な
く
、俗
界
の
意
で
あ
り
、深
海
を
仏
界
に
喩
え
た
の
に
対
す
る
。
す
な
わ
ち
俗
界
に
は
煩
悩
が
生
じ
易
く
、

仏
界
の
智
慧
は
量
り
知
れ
な
く
深
い
こ
と
を
い
う
。
続
い
て
人
と
法
身
と
の
智
慧
の
懸
隔
の
甚
大
な
る
こ
と
を
述
べ
る
。】
と
し
て
い
る
。
同
氏
は
『
講
義
』

の
解
釈
を
採
用
し
、
更
に
拡
張
し
て
、
第
五
句
・
六
句
、
第
七
句
・
八
句
も
俗
界
と
仏
界
の
対
比
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

猪
俣
氏
は
「
遊
山
慕
仙
詩
が
語
る
も
の
」
に
於
い
て
、『
金
光
明
最
勝
王
經
』
を
引
い
て
、【
空
海
が
こ
の
経
文
を
背
景
に
し
て
「
高
山
風
易
起
」
以
下

の
四
句
を
書
い
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
。
…
あ
る
い
は
空
海
は
、
こ
の
「
高
山
風
易
起
」
の
「
高
山
」
を
、「（
妙
）
高
山
」
と
い
う
仏
教
世
界
と
彼
自

身
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
「
高
（
野
）
山
」
と
い
う
具
体
的
場
所
の
両
方
に
か
け
て
、
こ
の
第
一
句
を
書
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。】
1
9

と
し
て
い
る
。

こ
の
偈
頌
は
諸
仏
の
功
徳
が
、
広
大
無
辺
で
限
り
が
な
く
、
秤
量
出
来
な
い
ほ
ど
無
限
大
で
、
凡
夫
が
知
る
事
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
喩
え
て

讃
え
た
も
の
で
あ
る
。「
高
山
風
易
起
」
は
「
如
妙
高
山
叵
稱
量
」
と
異
な
り
、
讃
え
る
意
味
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
氏
は
こ
の
偈
頌
の
語
句
の
類
似
性
に

着
目
し
、「
妙
高
山
」
は
「
高
野
山
」
を
含
意
し
て
い
る
と
し
て
、
空
海
が
参
照
し
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
一
つ
の
見
解
で
は
あ
る
が
、
意
見
の
分

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

３
―
㈣　

第
五
句
・
六
句
「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
の
整
理
・
検
討

こ
の
二
句
に
つ
い
て
、
前
節
で
点
検
を
行
っ
た
が
、
そ
の
典
拠
と
解
釈
に
つ
い
て
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
典
拠
で
あ
る
が
、「
鳧
鶴
」
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
一
は
小
仙
（
道
教
）
の
仙
人
と
し
て
、
鳬
を
王
喬
と
し
、
鶴
を

丁
令
威
と
し
て
い
る
。
こ
の
注
釈
を
行
っ
て
い
る
の
は
、『
略
注
』『
集
注
』『
聞
書
』『
集
鈔
』
で
あ
る
。
但
し
、『
集
注
』
は
鶴
に
つ
い
て
は
「
花
亭
鶴
」

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
注
釈
の
鶴
は
仙
人
で
は
な
く
、
何
故
引
用
し
た
の
か
そ
の
意
図
が
判
ら
な
い
。
そ
の
二
は
『
荘
子
』
の
寓
話
か
ら
引
い
て
、
脚
の

短
長
と
し
て
い
る
の
は
、『
緘
石
鈔
』『
便
蒙
』『
講
義
』
と
『
国
訳
』
以
降
の
全
て
の
近
来
の
注
釈
で
あ
る
。『
真
別
聞
書
』『
私
記
』
は
典
拠
を
記
述
し
て

い
な
い
。



43　空海漢詩文研究　「遊山慕仙詩幷序」の詩の「鳧鶴誰非理、螘龜詎叵暲」の解釈（中谷）

「
螘
龜
」
に
つ
い
て
は
、『
略
注
』『
集
注
』『
聞
書
』『
緘
石
鈔
』『
集
鈔
』『
便
蒙
』
は
い
ず
れ
も
『
苻
子
』
の
寓
話
を
典
拠
に
挙
げ
て
い
る
。
近
来
で
は
、

『
講
義
』
は
典
拠
を
間
違
え
て
『
荘
子
』
と
し
て
記
述
し
て
い
る
が
、
同
じ
寓
話
を
記
述
し
て
い
る
。『
真
別
聞
書
』『
私
記
』
は
「
鳬
鶴
」
と
同
じ
く
典
拠

を
記
述
し
て
い
な
い
。

次
に
こ
の
二
句
の
文
意
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
略
注
』
は
記
述
し
て
い
な
い
が
、『
聞
書
』
の
「
鳧
鶴
螘
龜
者
仙
家
ノ
靈
物
也
、…
讀
乄
彼
鳧
鶴
等
カ
其
マ
ゝ

自
性
ノ
妙
理
ニ
乄
一
万
ダ
ラ
ノ
聖
衆
也
ト
云
義
ヲ
誰
カ
非
理
ニ
詎
カ
叵
暲
ト一

云
也
、
上
ハ
自
性
ノ
境
界
、
此
兩
文
ハ
自
性
會
ノ
聖
泉
ヲ
明
ス
也
」
の
解
釈
に
代
表
さ
れ
る
。

即
ち
、「
鳧
鶴
螘
龜
」
の
四
種
の
生
き
物
た
ち
は
い
ず
れ
も
道
教
の
霊
物
と
し
て
、
存
在
し
て
い
る
が
、
密
教
か
ら
見
れ
ば
、
何
れ
も
大
日
如
来
の
法
界
に

浴
し
て
い
る
曼
荼
羅
世
界
の
一
員
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
典
拠
の
注
釈
は
異
な
っ
て
も
、『
便
蒙
』
が
「
二
句
ノ
言
ハ
、
曼
荼
ノ
境
界
ハ
乃
至
鬼
畜
モ
悉
ク
是
レ
毗

盧
ノ
具
體
法
身
ナ
リ
」
と
記
述
し
て
い
る
如
く
、
文
意
の
解
釈
は
全
て
同
じ
で
あ
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

３
―
㈤　

第
七
句
・
八
句
「
葉
公
珎
假
借
、
秦
鏡
照
真
相
」
の
整
理
・
検
討

こ
の
二
句
の
「
葉
公
好
龍
」
と
「
秦
鏡
」
の
二
つ
の
故
事
は
古
来
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
故
事
で
あ
る
。「
葉
公
好
龍
」
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
章
懷
太
子

李
賢
が
『
後
漢
書
』
の
襄
楷
傳
の
注
釈
で
引
用
し
て
い
る
如
く
2
0
、古
来
、劉
向
『
新
序
』
2
1

が
典
拠
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
諸
注
釈
の
中
で
劉
向
『
新

序
』
を
挙
げ
て
い
る
の
は
『
便
蒙
』
2
2

と
『
筑
摩
版
』
2
3

と
波
戸
岡
旭
「
空
海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」
と
で
あ
る
。『
集
注
』
は
『
荘
子
』
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
藝
文
類
聚
』
巻
第
九
十
六
、
龍
部
に
「
莊
子
曰
」
と
し
て
、
李
賢
注
と
ほ
ぼ
同
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
集
注
』
は
原
典
か

ら
で
は
な
く
、『
藝
文
類
聚
』
か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
『
荘
子
』
に
は
「
葉
公
好
龍
」
の
記
述
は
な
い
。『
藝
文
類
聚
』
の
伝
承
の
間

の
誤
写
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
、
或
い
は
撰
者
の
錯
覚
か
も
し
れ
な
い
。『
緘
石
鈔
』
は
『
荘
子
』
と
『
劉
子
』
と
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。『
荘
子
』
か

ら
の
引
用
は
「
荘
子
曰
、
葉
子
亮
也
。
愛
乄二

繪
ノ
龍
ヲ一

懼
二
真
龍
一
人
也
文
」
と
し
て
い
る
が
、
現
存
す
る
『
荘
子
』
に
は
そ
の
記
述
が
な
く
、
何
に
依
拠
し
て

記
述
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
唯
、
劉
琨
2
4
「
勧
進
表
」（『
文
選
』
巻
三
十
七
）
の
一
文
「
五
情
無
主
」
に
対
す
る
李
善
注
に
「
荘
子
、
葉
公
見
龍
、
失

其
魂
魄
、
五
情
無
主
。」
と
あ
り
、
唐
代
の
『
荘
子
』
に
は
、『
新
序
』
の
記
述
ど
お
り
で
は
な
い
に
し
て
も
、「
葉
公
好
龍
」
の
故
事
に
つ
い
て
言
及
し
た

何
ら
か
の
記
述
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
事
情
は
よ
く
判
ら
な
い
2
5
。『
講
義
』
も
『
荘
子
』
と
し
て
い
る
が
、
坂
田
師
が
『
集
注
』
に
依
拠
し

た
の
か
、
何
に
依
拠
し
た
の
か
よ
く
判
ら
な
い
。『
岩
波
版
』『
著
作
集
』
は
『
講
義
』
を
踏
襲
し
て
い
る
。『
聞
書
』『
緘
石
鈔
』『
集
鈔
』
は
『
劉
子
』
と
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し
て
い
る
。
そ
の
引
用
文
は
『
聞
書
』
2
6

と
全
同
で
あ
る
。『
新
序
』
と
『
劉
子
』
2
7

は
別
の
著
作
で
あ
る
が
、『
聞
書
』
の
選
者
が
、『
新
序
』
の
著
者

が
劉
向
で
あ
る
の
で
、短
絡
し
て
「
劉
子
」
と
記
述
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
本
来
の
『
劉
子
』
に
は
「
葉
公
好
龍
」
の
記
事
は
な
い
。『
略
注
』『
真

別
聞
書
』『
私
記
』
お
よ
び
そ
の
他
の
近
来
の
著
作
は
典
拠
を
記
述
し
て
い
な
い
。

「
秦
鏡
」
の
典
拠
は
二
種
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
は
『
集
注
』
に
「
載
記
曰
、
秦
ノ
始
皇
即
位
ノ
夜
有
レ
鬼
而
與
二
一
鏡
一
、
径
三
尺
。
有
二
病
人
一
察
ル
ニ

病
人
之
腹
、
六
腑
五
臓
皆
見
ユ
、
知
二
病
ノ
之
所
在
ヲ一

。
帝
崩
鏡
モ
亡ウ

セ
ヌ
也
。」
と
あ
り
、
始
皇
帝
即
位
の
夜
に
鬼
か
ら
鏡
を
与
え
ら
れ
、
始
皇
帝
の
崩
御
と
共

に
亡
失
す
る
故
事
で
あ
る
。『
集
注
』
の
引
用
文
と
同
文
か
一
部
省
略
し
て
、『
載
記
』
を
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
、『
略
注
』『
緘
石
鈔
』『
集
鈔
』

で
あ
る
。
内
容
が
同
じ
で
、『
禮
記
』
を
挙
げ
て
い
る
の
は
『
聞
書
』
で
あ
る
が
、『
禮
記
』
に
は
こ
の
故
事
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、『
聞
書
』
の
伝

承
間
の
誤
写
か
、
選
者
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
2
8
。『
載
記
』
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
を
探
索
し
た
が
見
出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
こ
の
故
事
を
確
認
で
き

な
い
2
9
。

そ
の
二
は
『
便
蒙
』
に
「
西
京
雑
記
曰
、
高
祖
初
テ
入
テ二

咸
陽
宮
ニ一

周
二
行
ス
ル
ニ
府
庫
ヲ一

、
其
尤
驚
異
者
有
二
方
鏡
一
、
廣
サ
四
尺
、
高
五
尺
九
寸
、
表
裡
有
レ
明
。

人
直
チ
ニ
來
テ
照
セ
ハ

レ

之
ヲ
、
影
則
チ
倒
マ
ニ
見
ユ
、
以
テレ

手
ヲ
捫

ヒ
ネ
リ
テレ

心ム
ネ
ヲ
而
來
ル
時
ハ
、
則
見
ユ二

腸
胃
五
臓
ヲ一

歴
然
ト
乄
無
シレ

碍
。
人
有
テ二

疾
病
一
在
ル
時
ハ

レ　

内
ニ
、
掩
テレ

心
ヲ
而
照
スレ

之
ヲ
、

則
チ
知
ル二

病
ノ
所
在
ヲ一

。
又
女
子
有
時
ハ

二

邪
心
一
則
膽
張
リ
心
動
ク
。
秦
ノ
始
皇
常
ニ
以
テ
照
ス二

宮
人
ヲ一

。」
と
し
て
い
る
。
漢
の
高
祖
が
秦
の
始
皇
帝
の
府
庫
に
入
っ
て
、

秦
鏡
を
発
見
す
る
故
事
で
あ
る
。
こ
の
故
事
は
『
集
鈔
』
に
そ
の
一
の
故
事
と
共
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。『
講
義
』
と
以
降
の
『
岩
波
版
』『
著
作
集
』『
筑

摩
版
』
と
波
戸
岡
旭
「
空
海
作
「
遊
山
慕
仙
詩
」
に
つ
い
て
」
は
『
西
京
雑
記
』
3
0

を
挙
げ
て
い
る
。『
真
別
聞
書
』『
私
記
』
お
よ
び
そ
の
他
の
近
来
の

著
作
は
典
拠
を
記
述
し
て
い
な
い
。

こ
の
二
句
の
文
意
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
略
注
』
は
注
釈
を
し
て
い
な
い
。『
集
注
』
は
「
葉
公
珎
假
借
」
は
「
今
案
、
葉
公
之
龍
喩
二
之
外
仙
一
、
真

実
天
龍
喩
二
之
大
仙
一
。
仮
借
者
龍
影
之
義
也
。
喩
下
世
人
不
レ
羨ネ

カ
ハ

二
佛
道
一
學
フ
ニ

中

仙
方
ヲ上

。」
と
解
釈
し
、「
秦
鏡
照
真
相
」
は
「
今
案
、
以
二
此
鏡
之
明
ヲ一

喩
二

佛
智
一
。
故
有
下
照
二
真
相
一
之
詞
上
。」
と
し
て
い
る
。
以
降
は
多
少
の
表
現
の
差
が
あ
る
が
、
こ
の
解
釈
の
主
旨
を
踏
襲
し
て
い
る
。
即
ち
、
小
仙
（
道
教
）

は
真
の
仏
教
を
知
ろ
う
と
せ
ず
、
偽
の
道
教
の
考
え
に
囚
わ
れ
て
い
る
が
、
仏
の
知
恵
は
密
教
の
法
性
の
妙
理
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
と
す
る
。『
便
蒙
』

は
そ
れ
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
、「
此
二
句
説
二
凡
聖
境
界
自
懸
隔
一
也
。
上
ノ
句
ハ
比
ス三

凡
情
ノ
執
ス
ル
ニ

二　

妄
境
ヲ一

、
下
ノ
句
ハ
况
ス三

聖
見
照
ス
ニ

二

實
相
ヲ一

」
と
注
釈
し
て
い
る
。

『
講
義
』
は
『
便
蒙
』
の
注
釈
を
か
み
砕
い
て
「
葉
公
な
る
も
の
が
假
像
を
以
て
珍
重
し
尊
び
喜
ん
で
ゐ
る
が
如
く
、
妄
境
に
哀
惜
し
執
着
し
て
迷
っ
て
居
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る
の
が
こ
れ
凡
夫
の
境
界
で
あ
る
。
又
か
の
秦
の
高
祖
が
鏡
を
以
て
能
く
善
悪
邪
正
を
照
ら
し
て
ゐ
た
と
い
う
が
、
そ
の
如
く
圓
明
の
智
を
以
て
宇
宙
の

實
相
を
照
鑑
し
て
能
く
善
悪
邪
正
を
證
知
し
て
ゐ
る
の
が
こ
れ
佛
の
境
界
で
あ
る
。
か
く
假
相
に
迷
ふ
と
實
相
を
悟
る
と
そ
こ
に
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
こ

と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
和
訳
し
て
い
る
。
以
上
の
通
り
、
こ
の
二
句
は
依
拠
す
る
典
拠
に
相
違
が
あ
り
、
典
拠
の
注
釈
に
多
少
の
乱
れ
が
あ
る
が
、

文
意
の
解
釈
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
に
焦
点
を
当
て
、
文
頭
八
句
に
つ
い
て
、
先
行
の
諸
注
釈
の
点
検
・
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
夫
々
、
注
釈
を
す
る
に
当
た
っ
て
、

典
拠
を
呈
示
し
て
い
る
が
、
古
来
の
注
釈
書
は
先
行
す
る
『
略
注
』
と
『
集
注
』『
聞
書
』
の
影
響
が
大
き
い
の
は
当
然
と
云
え
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
近
来

で
は
、『
便
蒙
』
を
主
と
し
て
参
照
し
て
、
独
自
の
見
解
を
示
し
た
『
講
義
』
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

「
鳧
鶴
螘
龜
文
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
語
句
の
注
釈
と
文
意
の
解
釈
に
苦
心
の
跡
が
見
え
る
。
そ
の
事
は
空
海
の
漢
詩
文
が
難
解
で
あ
る
証
左
で
あ
る
と

云
え
る
。
空
海
が
何
故
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
、
何
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
先
行
の
解
釈
が
空
海
の
真
意
に
迫
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
浅
学
の
筆

者
に
は
手
に
余
る
問
題
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
作
品
は
序
文
が
あ
り
、
詩
は
百
六
句
の
長
詩
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
文
頭
八
句
の
諸
注
釈
の
検
討
を

し
た
に
過
ぎ
ず
、
作
品
全
体
の
研
究
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上　
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筆
者
が
確
認
で
き
た
限
り
で
は
次
の
よ
う
な
注
釈
書
が
あ
る
。

①
『
性
靈
集
略
注
』（
ま
た
は
『
性
靈
集
私
注
』） 

覺
蓮
坊
聖
範
口
述
眞
辧
筆
記
。
十
巻
二
帖
。
貞
應
二
年
（
一
二
二
三
）
成
立
。
原
本
は
筆
者
未
見
。
佐
藤
道
生
『
慶
應

義
塾
圖
書
館
藏
『
性
靈
集
略
注
』（
翻
印
）』（『
和
漢
比
較
文
學
の
周
辺
』
平
成
六
年
八
月
刊
・
汲
古
書
院
）
に
依
拠
。
―
本
論
で
は
『
略
注
』
と
表
記
す
る
。

②
『
性
靈
集
注
』
見
蓮
房
明
玄
序
題
・
十
巻
。
正
應
三
年
（
一
二
九
〇
）
成
立
。
原
本
は
筆
者
未
見
。『
眞
福
寺
『
性
靈
集
注
』（
翻
刻
）』（『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
二
期
・

第
十
二
巻
。
平
成
十
九
年
二
月
刊
・
臨
川
書
店
。）
に
依
拠
。
闕
の
巻
三
は
大
谷
大
学
博
物
館
蔵
で
補
っ
て
い
る
。
山
崎
誠
氏
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、『
略
注
』
に
対

し
、「
広
注
」
と
言
う
べ
き
「
聖
範
集
注
」
と
言
え
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
実
見
し
た
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
『
性
靈
集
注
』
現
在
七
冊
（
十

巻
中
七
巻
～
九
巻
闕
）
東
寺
・
観
智
院
本
が
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
集
注
』
と
表
記
す
る
。

③
『
性
靈
集
聞
書
』
撰
者
不
詳
・
十
冊　

東
寺
・
観
智
院
本
を
底
本
と
す
る
。
実
見
し
た
が
、
奥
書
に
筆
写
年
月
の
記
載
無
く
、
写
本
は
安
土
桃
山
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。

同
系
統
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
金
剛
三
昧
院
藏
『
聞
書
』
十
冊
が
あ
る
。
撰
述
は
正
平
十
六
年
（
一
三
一
六
）
聞
畢
と
し
て
い
る
。
又
持
明
院
蔵
『
性
靈
集
聞
書
』

は
四
冊
本
で
『
性
靈
集
』
の
巻
七
ま
で
の
注
釈
が
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
性
靈
集
聞
書
』
は
誤
記
や
欠
落
な
ど
の
細
部
の
違
い
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

―
本
論
で
は
『
聞
書
』
と
表
記
す
る
。

④
『
性
靈
集
緘
石
鈔
』
杲
寶
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
一
）
撰
。
六
巻
本
・
十
巻
本
の
二
種
が
伝
存
す
る
。
現
在
ま
で
未
刊
。
写
本
は
二
種
と
も
、
種
智
院
大
學
図
書
館
藏
。

奥
書
に
よ
れ
ば
、
十
巻
本
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
月
、
高
野
二
階
堂
高
祖
院
秀
盛
に
よ
っ
て
写
さ
れ
る
。
六
巻
本
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
十
月
～
四
年

（
一
六
八
七
）
四
月
の
間
に
、
金
剛
峯
寺
櫻
池
院
春
清
房
雄
仟
に
よ
っ
て
写
さ
れ
る
。
十
巻
本
を
底
本
と
す
る
。
―
本
論
で
は
『
緘
石
鈔
』
と
表
記
す
る
。

⑤
『
性
靈
集
鈔
』
實
翁
（
生
没
年
不
詳
）
撰
。
十
巻
。
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
撰
述
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
刊
行
。
本
論
で
は
『
集
鈔
』
と
表
記
す
る
。

⑥
『
性
靈
集
便
蒙
』
運
敞
（
一
六
一
四
～
一
六
九
三
）
撰
。
十
巻
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
撰
述
。（『
真
言
宗
全
書
』
第
四
十
二
巻
に
所
収
。
一
九
三
四
年
刊
真
言
宗

全
書
刊
行
會
）
―
本
論
で
は
『
便
蒙
』
と
表
記
す
る
。

⑦
『
性
靈
集
聞
書
』
選
者
不
詳
・
六
冊
。
綴
葉
装
。
第
一
冊
・
序
。
第
二
冊
・
巻
一
巻
二
。
第
三
冊
・
巻
三
巻
四
。
第
四
冊
・
巻
五
巻
六
。
第
五
冊
・
巻
七
巻
八
。
第
六
冊
・

巻
九
巻
十
。
高
野
山
真
別
処
円
通
律
寺
蔵
。
現
物
は
高
野
山
大
学
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
。
―
本
論
で
は
『
真
別
聞
書
』
と
表
記

す
る
。
③
の『
性
靈
集
聞
書
』と
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
る
。
新
義
真
言
の
持
明
院
眞
譽（
一
〇
六
九
～
一
一
三
七
）か
ら
の
口
伝
を
基
本
に
、最
後
は
隆
光（
一
六
五
九

～
一
七
二
四
）
談
を
付
加
し
て
江
戸
中
期
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
『
便
蒙
』
を
隨
所
に
引
き
論
評
し
て
い
る
。

⑧
『
性
霊
集
私
記
』
撰
者
不
詳
。
二
巻
本
。（『
真
言
宗
全
書
』
第
四
十
一
巻
所
収
。）『
便
蒙
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
文
政
頃
（
一
八
一
八
）
に
制
作
さ
れ
た
と

同
全
書
附
巻
の
解
題
（
担
当
小
田
慈
舟
氏
）
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
―
本
論
で
は
『
私
記
』
と
表
記
す
る
。

二
１	

坂
田
光
全
『
性
靈
集
講
義
』（
昭
和
十
七
年
三
月
初
版
、
高
野
山
出
版
社
）。
本
論
で
は
『
講
義
』
と
表
記
す
る
。

　

２	

大
山
公
淳
訳
『
遍
照
発
揮
性
靈
集
』（
国
訳
一
切
経
和
漢
撰
述
九
八
、
護
経
部
五
所
収
）
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
大
東
出
版
社
。『
国
訳
』
と
表
記
す
る
。

　

３	

渡
辺
照
宏
・
宮
坂
宥
勝
『
三
教
指
歸
・
性
靈
集
』（『
日
本
古
典
文
學
大
系
７
１
』
昭
和
四
十
年
十
一
月
発
行
、
岩
波
書
店
）。
本
論
で
は
『
岩
波
版
』
と
表
記
す
る
。

　

４	

勝
又
俊
教
編
纂
『
弘
法
大
師
著
作
全
集
』
第
三
巻
。
昭
和
四
十
八
年
三
月
、
山
喜
房
仏
書
林
刊
。『
著
作
集
』
と
表
記
す
る
。
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５	
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
六
巻
、
今
鷹
真
訳
注
『
性
靈
集
』（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
初
版
、
筑
摩
書
房
）。
本
論
で
は
『
筑
摩
版
』
と
表
記
す
る
。

三	
「
瀑
」
は
『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
で
は
「
曝
」
で
あ
る
が
、「
曝
飛
」
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、「
瀑
飛
」
は
「
瀑
布
」
と
同
じ
で
滝
の
こ
と
で
あ
る
。『
岩
波
版
』
の
「
瀑
」

が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

四	

各
注
釈
書
か
ら
の
引
用
文
は
出
来
る
だ
け
原
文
に
忠
実
に
記
載
し
て
い
る
が
、
一
部
判
読
し
が
た
い
語
句
や
明
ら
か
な
誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
な
ど
、
筆
者
が
補
っ

て
記
述
し
て
い
る
。
其
の
部
分
に
つ
い
て
は
煩
雑
に
な
る
の
で
、
一
々
説
明
を
加
え
て
い
な
い
。

五	

『
後
漢
書
』「
王
喬
傳
」
に
「
王
喬
者
、
河
東
人
也
。
顯
宗
世
爲
葉
令
。
喬
有
神
術
、
每
月
朔
望
常
自
縣
詣
臺
朝
。
帝
怪
其
來
數
而
不
見
車
騎
、
密
令
太
史
伺
望
之
、

言
其
臨
至
輒
有
雙
鳬
從
東
南
飛
來
、
於
是
候
鳬
至
、
舉
羅
張
之
、
但
得
一
隻
舄
焉
。
…
」
と
あ
る
。
王
喬
が
葉
県
の
令
と
な
り
、
毎
月
一
日
と
一
五
日
に
宮
廷
に
参

内
し
て
い
た
が
、
車
騎
が
な
く
、
不
思
議
に
思
っ
た
帝
が
調
べ
さ
せ
て
所
、
靴
を
鳧
に
し
て
、
そ
れ
に
乗
っ
て
空
中
を
飛
ん
で
来
駕
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と

の
故
事
で
あ
る
。

六	

『
文
選
』
巻
三
十
。
李
善
注
「
范
曄
後
漢
書
曰
王
喬
者
（
以
下
『
後
漢
書
』
と
同
文
）。
沈
約
（
四
四
一
～
五
一
三
）
六
朝
梁
、呉
興
武
康
（
江
蘇
省
）
の
人
。
字
は
休
文
。

七	

藝
文
類
聚
卷
第
九
十
「
鳥
部
上
、鶴
」「
晉
八
王
故
事
曰
。
陸
機
為
成
都
王
所
誅
。
顧
左
右
而
歎
曰
。
今
日
欲
聞
華
亭
鶴
唳
。
不
可
復
得
。
華
亭
吳
國
拳
縣
郊
外
之
野
。

機
素
遊
之
所
。」
陸
機
（
二
六
一
～
三
〇
三
）
六
朝
晉
、
呉
郡
華
亭
（
江
蘇
省
）
の
人
。
字
は
士
衡
。

八	

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
、月
部
「
豊
嶺
の
鐘
の
声
に
和
せ
む
と
欲
る
や
否
や
、其
れ
華
亭
の
鶴
の
警
め
い
か
ん
」
前
中
書
王
。
原
詩
「
夜
月
似
秋
霜
」
兼
明
親
王
「
二
八

秋
天
望
漢
河
、
月
如
霜
色
夜
更
過
、
欲
和
豊
嶺
鐘
声
否
、
其
奈
華
亭
鶴
警
何
」（『
日
本
詩
紀
』
巻
四
）。『
和
漢
朗
詠
集
』
上
下
二
巻
。
藤
原
公
任
が
漢
詩
・
漢
文
・

和
歌
を
集
め
た
詩
文
集
で
あ
る
。
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
頃
成
立
。

九	

『
後
漢
書
』
と
異
な
る
の
は
「
太
史
」
を
「
大
央
」
と
し
て
い
る
事
で
あ
る
が
、「
太
史
」
が
正
し
く
、「
大
央
」
は
恐
ら
く
誤
写
と
思
わ
れ
る
。

十	

『
捜
神
記
』『
捜
神
後
記
』
と
も
に
、『
日
本
國
見
在
書
目
録
』「
廿
雑
傳
家
」
に
「
捜
神
記
三
十
巻
干
寶
撰
、
捜
神
後
記
十
巻
陶
潜
撰
」
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。『
干
寶

捜
神
記
』
先
坊
幸
子
・
森
野
繁
夫
著
、白
帝
社
、二
〇
〇
四
年
六
月
初
版
。
干
寶
（
生
没
年
不
詳
）　

東
晋
、新
蔡
（
河
南
省
）
の
人
。
字
は
令
升
。
建
武
元
年
（
三
一
七
）

國
史
拝
命
。『
陶
潜
捜
神
後
記
』
先
坊
幸
子
・
森
野
繁
夫
著
、
白
帝
社
、
二
〇
〇
八
年
三
月
初
版
。
陶
潜
（
三
六
五
～
四
二
七
）
東
晋
、
潯
陽
柴
桑
（
江
西
省
）
の
人
。

字
は
淵
明
。
上
記
二
書
を
参
照
。

一
一	

前
注
の
『
陶
潜
捜
神
後
記
』
を
参
照
。

一
二	

『
成
唯
識
論
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
巻
三
十
一
、
№
一
五
八
五
）
巻
第
十
「
一
自
性
身
。
謂
諸
如
來
真
淨
法
界
。
受
用
變
化
平
等
所
依
。
離
相
寂
然
絶
諸
戲
論
。
具

無
邊
際
真
常
功
德
。
是
一
切
法
平
等
實
性
。
即
此
自
性
亦
名
法
身
。
大
功
德
法
所
依
止
故
。」

一
三	

『
日
本
國
見
在
書
目
録
』「
廿
五
道
家
」
に
「
符
子
六
。
符
朗
撰
」
と
あ
る
。

一
四	

『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』
馬
國
翰
輯
、
八
十
卷
目
録
一
卷
附
三
十
一
卷 

、
光
緒
九
年
（
一
八
八
三
）
成
立
。
清
の
馬
國
翰
が
、
類
書
や
諸
書
の
注
釈
に
引
用
さ
れ
て
伝

わ
る
古
籍
を
拾
い
集
め
た
も
の
。
そ
の
輯
佚
書
は
六
百
三
十
余
種
に
も
の
ぼ
り
、
考
証
を
進
め
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社

か
ら
影
印
さ
れ
て
い
る
。
馬
國
翰
（
一
七
九
四
～
一
八
五
七
）
清
、
濟
南
歴
城
（
山
東
省
）
の
人
。
字
は
詞
渓
。

一
五	

撰
者
の
苻
朗
は
前
秦
の
王
族
の
一
員
で
苻
堅
の
従
兄
で
あ
る
。　
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一
六	

『
玉
篇
』
巻
第
二
十
五
「
虫
部
」
の
「
螘
」
か
ら
引
用
。『
玉
篇
』
顧
野
王
編
、三
十
巻
。（
四
部
備
要
經
部
『
大
廣
益
會
玉
篇
』
上
海
中
華
書
局
刊
行
）。
顧
野
王
（
五
一
九

～
五
八
一
）
六
朝
陳
、
呉
郡
（
江
蘇
省
）
の
人
。
字
は
希
馮
。

一
七	
「
山
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、「
仙
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

一
八	

『
法
苑
珠
林
』
巻
第
四
十
一
、
受
請
篇
第
三
十
九
（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
巻
五
十
三
、
№
二
一
二
二
）「
夫
供
會
之
法
以
不
限
為
本
。
無
適
無
莫
乃
應
檀
心
。
故
冥
懷

遣
相
。
與
空
際
而
為
極
。
任
時
隨
緣
。
共
法
界
而
等
量
。」

一
九	

猪
俣
清
郎
『
空
海
「
即
身
成
仏
」
の
世
界
』「
第
六
章
空
海
の
「
遊
山
慕
仙
詩
」
が
語
る
も
の
」
三
八
九
頁
。

二
〇	

『
後
漢
書
』
巻
六
十
下
「
郎
襄
列
傳
第
二
十
下
」
襄
楷
傳
「
葉
公
好
龍
真
龍
游
廷
」
に
対
す
る
李
賢
の
注
釈
「
子
張
見
魯
哀
公
、
七
日
哀
公
不
禮
、
子
張
曰
君
之
好
士

有
似
葉
公
子
高
之
好
龍
也
、
葉
公
子
高
好
畫
龍
、
天
龍
聞
之
降
之
窺
頭
於
牖
、
葉
公
子
高
見
之
、
棄
而
反
走
五
色
無
主
、
是
葉
公
子
高
好
夫
似
龍
、
而
非
好
真
龍
也
事
、

見
新
序
」
と
あ
る
。

二
一	

劉
向
撰
『
新
序
』
現
存
十
巻
（『
新
序
逐
字
索
引
』
商
務
印
書
館
。）。
当
該
記
事
は
「
雑
事
第
五
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
李
賢
注
及
び
『
性
靈
集
』
の
諸
注
釈
書
の

記
述
は
何
れ
も
全
文
で
は
な
く
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
。　

劉
向
（
Ｂ
Ｃ
七
七
～
六
）　

前
漢
の
宗
室
の
一
員
。
字
は
子
政
。『
説
苑
』『
戦
国
策
』
等
著
作
多
数
。

二
二	

『
便
蒙
』
の
注
釈
は
「
劉
向
カ
新
序
ニ
曰
、
子
張
見
ユ二

魯
ノ
哀
公
ニ一

、七
曰
而
哀
公
不
レ
禮
セ
、托
乄二

僕
夫
ニ一

而
去
ル
。
曰
ク
、
君
之
好
ム
ハ
レ

士
ヲ
也
、
有
リレ

似
レ
ル
事

二　

葉
公
子
高
カ
之
好
ム
ニ
一
レ

龍
ヲ
也
。
鈎
以
寫
シレ

龍
ヲ
、
鑿
以
テ
寫
シレ

龍
ヲ
、
屋
室
彫
リレ

龍
ヲ
以
寫
スレ

龍
ヲ
。
於
テレ

是
ニ
天
龍
聞
テ
而
下
ル
、
之
窺
ヒ二

頭
ヲ
於
牖
ヨ
リ
一

、
挹
ク二

頭
ヲ
於
堂
ニ一

、
葉
公
見
テレ

之
ヲ
棄
テ
テ
而
還
リ
走

リ
失
フ二

其
ノ
魂
魄
ヲ一

。
是
レ
葉
公
非
スレ

好
ム
ニ
レ

龍
ヲ
也
、
好
ム二

夫
レ
似
テレ

龍
ニ
而
非
ルレ

龍
ニ
者
ヲ一

也
」
で
あ
る
。

二
三	

『
筑
摩
版
』
の
注
に
「『
新
序
』
巻
五
に
見
え
る
。
諸
類
書
は
『
荘
子
』
を
出
典
と
し
て
あ
げ
る
が
、
現
本
に
は
な
い
。
佚
文
か
あ
る
い
は
誤
り
か
。」
と
あ
る
。

二
四	

劉
琨
（
二
七
一
～
三
一
八
）
六
朝
西
晉
、
中
山
郡
魏
昌
（
河
北
省
）
の
人
、
漢
の
宗
族
。
字
は
越
石
。

二
五	

現
存
『
荘
子
』
は
晉
郭
象
注
、
唐
陸
德
明
音
義
本
を
覆
刻
し
た
明
世
徳
堂
版
本
が
通
用
し
て
い
る
。
内
篇
七
、
外
篇
十
五
、
雜
篇
十
一
の
三
十
三
篇
。
本
論
は
世
徳

堂
本
を
参
照
し
て
い
る
。

二
六	

『
聞
書
』
に
「
劉
子
ニ
云
二
葉
公
好
龍
ヲ一

、
宮
室
ニ
彫
リレ

文
ヲ
皆
ナ
畫
二
作
ス
龍
像
ヲ一

、
後
ニ
真
龍
下
タ
ル
二

於
窓
一
葉
公
見
テレ

之
ヲ
遁
レ
走
リ
喪
ウ
シ
ナ
フ
ト
二

其
ノ
神
ヲ一
文
」
と
あ
る
。

二
七	

袁
孝
政
注
『
劉
子
』
十
巻
、
五
十
五
篇
。
撰
者
は
確
定
し
て
い
な
い
が
劉
畫
説
に
従
う
。『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
三
十
、
雑
家
に
「
劉
子
十
、五
、三
」
と
三
種
が
著

録
さ
れ
て
い
る
。
参
照
：
傅
亜
庶
（
ふ
あ
し
ょ
）『
劉
子
校
釋
』（『
新
編
諸
子
集
成
（
第
一
輯
）』
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
九
月
第
一
版
）。
劉
畫
（
生
没
年
不
詳
）

北
齊
、
渤
海
阜
城
の
人
、
字
は
孔
昭
。『
北
齊
書
』
巻
四
十
四
列
伝
第
三
十
六　

儒
林
に
「
天
統
中
（
五
六
五
～
五
六
九
）、
率
於
家
、
年
五
十
二
。」
と
あ
る
。
袁
孝

政
（
生
没
年
不
詳
）　

唐
時
代
の
人
、
そ
の
他
は
不
明
。

二
八	

『
載
記
』
を
『
戴
記
』
＝
『
大
戴
禮
記
』
と
錯
覚
し
た
記
述
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
『
大
戴
禮
記
』
に
は
、「
秦
鏡
」
の
故
事
の
記
述
は
な
い
。
又
、『
日
本
國
見

在
書
目
録
』
に
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
請
来
し
た
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

二
九	

「
載
記
」
は
中
国
の
歴
史
書
の
一
形
態
を
指
す
用
語
で
あ
り
、本
紀
・
列
伝
・
世
家
・
志
な
ど
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
る
。
最
初
に
記
載
し
た
と
さ
れ
る
『
東
観
漢
記
』
の
「
載

記
」
に
は
こ
の
故
事
の
記
載
が
な
い
。
そ
の
他
こ
の
故
事
の
検
索
を
し
た
が
見
出
せ
な
い
。
少
な
く
と
も
『
藝
文
類
聚
』『
初
学
記
』『
北
堂
書
鈔
』『
白
孔
六
帖
』
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
を
調
べ
、
関
連
を
見
た
が
判
ら
な
い
。
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
、
わ
が
国
で
は
「
載
記
」
を
指
す
漢
籍

が
存
在
し
た
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
後
考
を
待
ち
た
い
。

三
〇	

『
西
京
雑
記
』
六
巻
。
撰
者
は
不
詳
、
晉
の
葛
洪
編
纂
。
こ
の
故
事
は
巻
三
に
記
載
。


